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● 各種無料相談
● 健康づくり幸せづくり
● 市民伝言板
● 休日当番医・ごみ収集・いいトコみっけ隊

桶川町を駆け抜ける聖火ランナー（昭和 39年 10月６日）
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警戒レベル4で全員避難！
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　�任期満了に伴う桶川市議会議員一般
選挙の投票日について
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　　　〜あなたの作品を募集します〜
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対象者の年齢 支給金額 贈呈方法

満８０歳、８８歳、９０歳
９９歳および１０１歳以上 １０，０００円

民生委員を通じて９月中旬以降に贈呈予定
※施設入所、不在がちなどで振り込みを希望する人は
　８月20日㈫までに高齢介護課へ連絡してください。

満１００歳 １００，０００円 市から直接、誕生月に贈呈します。
※満年齢は、令和元年度内に迎える年齢です。

敬老祝金の贈呈 【対象者の年齢、支給金額および贈呈方法】

〜9月敬老事業のご案内〜

　市を温かく見守り、育てていただいた皆様に心から感
謝し、お祝い申し上げます。
　わが国の平均寿命も延び、世界有数の長寿国となっ
ています。これもひとえに皆様方の日ごろの健康管理
へのご努力と、医療の進歩が要因に挙げられます。
　そうした高齢者のお一人おひとりが、これまでの豊富
な知識と経験を生かし、健康で充実した生活が送れま
すよう、また生涯にわたって生きがいを持ち、安心して
暮らすことができますよう、ご祈念申し上げまして、９
月の敬老事業をご案内します。

詳しくは 高齢介護課☎788ー4938

老人福祉センター指定管理者主催
老人福祉センター敬老事業

市内公共施設で実施される敬老事業

申込み・問合せ 老人福祉センター☎ 728ー1122

　自治会や地域などが行う敬老事業に
対して、その事業費の助成を行います。
� 詳しくは 高齢介護課

地域等敬老事業助成事業

と　き▶ 9 月２４日㈫午前１０時開始
ところ▶老人福祉センター
対　象▶市内在住の６０歳以上の人
定　員▶６０人【先着順】
申込み▶ 8 月２７日㈫午前 9 時から

カラオケ 発 表 会

と　き▶９月８日㈰ 午後１時30分開場
　　　　　　　　　 午後２時開演
　　　　　　　　 ※午後３時45分終了予定
ところ▶市民ホール
販　売▶市民ホール受付
問合せ 市民ホール☎ 789ー1113

内　容▶�うどん、そばを75歳以上の人は半額、
88歳以上の人は無料で提供します。

期　間▶ 9 月 1 日㈰～２９日㈰
　　　　午前１１時から午後 8 時まで
　　　　（午後 7 時ラストオーダー）
　　　　※�日曜日は混雑しますので、なるべ

く平日の利用をお願いします。ま
た、月末は大変混雑しますので、
早めの利用がおすすめです。

　　　　　�9 月 2 日㈪・9 日㈪・10 日㈫・
17 日㈫・24 日㈫は休館です。

利用方法▶ ‌�8 月下旬に郵送される「食事券（は
がき）」を提示してください。

　　　　　※期間中 1 回限定・本人のみ有効
問合せ べに花ふるさと館☎ 729ー1611

 「祝・敬老 和の心コンサート
� 民謡・和太鼓２本立て｣　

● 市民ホール指定管理者主催

と　き▶ 9 月２７日㈮・ ２８日㈯
ところ▶老人福祉センター

お楽しみ風呂（レモン湯）

と　き▶９月16日（月・祝） 午後１時30分開始
　　　　※‌�９月２日㈪ 午前９時から、老人福

祉センターで整理券を配布します。
ところ▶東公民館
対　象▶市内在住の 60歳以上の人（付添可）
定　員▶ 200 人
出　演▶入船亭扇蔵・三宅いづお

敬 老 落 語 会

食 事 割 引き事 業

● べに花ふるさと館指定管理者主催

と　き▶ 9 月１１日㈬ ・２０日㈮
　　　　 午前１１時１５分出発
ところ▶べに花ふるさと館
対　象▶市内在住の６０歳以上の人
　　　　※�老人福祉センターから、べに花ふるさ

と館へ往復送迎バスを運行します。
定　員▶２０人
申込み▶ 8 月２８日㈬午前 9 時から

「うど ん 号 」

対　　象▶７５歳以上の人
利用期間▶ 9 月 1 日㈰～３０日㈪ 1 か月間
利用方法▶  ‌�８月下旬に郵送される「バス無料乗車券

（はがき）」を提示してください。
詳しくは（バスに関すること）
� 安心安全課☎788ー4927

市内循環バス
｢べにばな GO｣ の無料乗車

長寿を祝して
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平和へのメッセージ 2019　出演日程

8月 第1部　11時～ 第 2部　13時～ 第 3部　14時 30分～

6日
㈫

10:45 ～オープニング
ウクレレで心平和に

（ウクレレエコーズ）
よさこいソーラン

（よさこいソーラン北桜連）講演「御霊の父と共に…」
（桶川市遺族会）

7 日
㈬

Love ＆ Peace
（まぁむ・くれよん）

平和が続くように（ソロギター）
（ひろ）

笑顔で PEACE元気にDANCE!
（ビバーチェ）

8 日
㈭

オカリナで平和な令和
（リトルバード）

夏野菜で暑中はがきを
（ほっこりサロン）

みんなで民謡を歌おう！
（T と O）

9 日
㈮

音楽の贈り物
（メルカート デッラ ムジカ）

日野原重明さん　　　
　　　からのメッセージ
（朗読とギターの会）

和楽の音に思いを込めて
（桶川三曲協会有志）

10 日
㈯

絵本「おはじきの木」
大型紙芝居「かわいそうなぞう」

（紅花の会）

13:00　　　　　　　　　　
平和な世界へ祈りをこめて

（桶川ギターアンサンブル） 
15:00　　　　　　　　　　　　
平和も三田原万作連も　　　
　　　　　　　いつまでも

（三田原万作連）
14:00　　　　　　　　　　
平和が一番！オカリナ 2番

（笛吹童子）

11 日
㈰

☆ハピネス☆
（ホワイトベル）

大型絵本「ちいちゃんのかげおくり」
他（紅花の会）

世界の平和を祈って！
（ときわコーラス）

12 日
（月・休）

マジックで築く世界の平和
（桶川マジックサークル） 平和へのメッセージコンサート（ハーモニーギター同好会）

13 日
㈫

平和の折り紙教室
（折り紙ボランティア案山子）

日本の和の楽器・お箏
こと

（箏曲愛好会）
平和の折り紙教室

（折り紙ボランティア案山子）

14 日
㈬

アニメ朗読「東京がもえた夜」他
（紅花の会） 映画「第五福竜丸」（桶川原水爆禁止協議会）

15 日
㈭

市民が語った戦争～いのちの伝言から～
（協力：歴史民俗資料館）

11:50 ～クロージング　12:00　黙祷

平和を考える１０日間
【8月6日～15日】

市では、先の戦争を振り返り、平和への願いを次の世代に伝えていくことを目的に、
昭和５７年から、毎年 8月6日～１５日の期間を「平和を考える１０日間」として、

平和をテーマにした、さまざまな事業を行っています。

・いのちの伝言
（昭和６２年度～平成7年度広報掲載分）
・続いのちの伝言
（平成8年度～１８年度広報掲載分）
・続続いのちの伝言
（平成１９年度～２８年度広報掲載分）

詳しくは 自治文化課☎ 788 ー 4920

事業名 とき ところ 内容

平和のキャンペーン 8 月 6日㈫
午前 7時 30分頃 JR桶川駅周辺 市議会議員と市職員による

街頭キャンペーン

平和図書コーナー 8 月 6日㈫
　　　～ 15日㈭ 市内各図書館 ・平和関係図書の展示

・貸し出しコーナーの設置

平和へのメッセージ 8 月 6日㈫
　　　～ 15日㈭

OKEGAWAhonプラス+

（おけがわマイン 3階）

・市民によるイベント
・平和の木の作成
・パネル展示など

「 平 和を考 える１０日 間 」 事 業 の ご 紹 介

　
昭
和
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年
か
ら
平
成
28
年
の
間
に
市
民

の
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
戦
争
体
験
記

を
頒
布
し
て
い
ま
す
。

　
内
容
▼
終
戦
か
ら
74
年
が
過
ぎ
よ
う
と

す
る
今
日
、
戦
争
体
験
者
が
少
な
く
な

り
、
戦
争
の
記
憶
を
伝
え
て
い
く
こ
と
が

困
難
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
展
示
で

は
、
当
館
に
寄
せ
ら
れ
た
戦
時
の
資
料
や
、

出
来
事
の
記
録
を
紹
介
し
ま
す
。
平
和
な

現
代
に
あ
る
私
た
ち
が
、
戦
時
を
生
き
た

人
び
と
の
姿
を
知
る
機
会
に
な
り
ま
す
。

　
と
き
▼
８
月
４
日
㈰
～
25
日
㈰

　
と
こ
ろ
▼
歴
史
民
俗
資
料
館　
展
示
室

　
入
館
料
▼
無
料

　

皆
様
の
ご
協
力
で
、
約
1
万
7
千
羽

の
折
鶴
が
集
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
折
鶴
は
、

平
和
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
会
場
や
市

役
所
自
治
文
化
課
前
に
て
展
示
し
た
後
、

広
島
、長
崎
へ
贈
呈
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

「
い
の
ち
の
伝
言

〜
私
の
戦
争
体
験
よ
り
～
」頒
布

第
１
回
企
画
展
示

「
戦
時
の
桶
川
ー
戦
時
の
学
校

と
郷
土
の
兵
士
ー
」

平
和
の
折
鶴
に
ご
協
力
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

展
示
解
説
講
座

　
と
き
▼
８
月
18
日
㈰
午
後
2
時
か
ら

　
と
こ
ろ
▼
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
視
聴

覚
ホ
ー
ル

　
講
師
▼
当
館
職
員

　
定
員
▼
40
人
【
先
着
順
】

　
申
込
み
▼
８
月
17
日
㈯
ま
で
に
電
話

ま
た
は
直
接
、
歴
史
民
俗
資
料
館
へ
。

詳しくは次ページ

サイレン吹鳴します
8 月 6 日㈫
午前 8時１５分
（広島原爆投下時刻）

8 月 9 日㈮
午前１１時 2分
（長崎原爆投下時刻）

8 月１５日㈭
正午（終戦の日）
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開催！
任
期
満
了
に
伴
う
桶
川
市
議
会
議
員

一
般
選
挙
の
投
票
日
に
つ
い
て

桶
川
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員
が
再
任
さ
れ
ま
し
た

高橋和夫
さん

長
期
休
業
中
な
ど
の
学
校
閉
庁

期
間
の
拡
大
に
つ
い
て

����������������������������

投
票
日

１１
月
１７
日
㈰

告
示
日

１１
月
１０
日
㈰

定

数

１９
人

開
票
（
選
挙
会
）

と
き
▼
１１
月
１７
日
㈰
午
後
９
時

と
こ
ろ
▼
桶
川
小
学
校
体
育
館

詳
し
く
は
�
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

�
７８８
―
４
９
０
９

令
和
元
年
７
月
１
日
付
け
で
、
固
定
資

産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
と
し
て
、
高
橋

和
夫
さ
ん
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

詳
し
く
は
�
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
�
７８８
―
４
９
７
３

夏
季
・
冬
季
に
お
け
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策
を
進
め
る
と
と
も
に
、
教
職
員
の
健

康
増
進
と
休
暇
取
得
促
進
を
図
る
た
め
、

次
の
と
お
り
市
内
の
市
立
小
・
中
学
校
を

閉
庁
し
ま
す
。
学
校
閉
庁
日
は
、
学
校
と

し
て
対
外
的
な
業
務
は
行
い
ま
せ
ん
の
で
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

と
き
▼
８
月
１１
日
㈰
〜
１６
日
㈮
、
１１
月

１４
日（
木
・
県
民
の
日
）、
１２
月
２８
日
㈯
〜

令
和
２
年
１
月
４
日
㈯

※
閉
庁
期
間
に
お
け
る
学
校
へ
の
緊
急
の

連
絡
・
問
い
合
わ
せ
は
、
市
教
育
委
員
会

が
対
応
し
ま
す
（
学
務
課
ま
た
は
学
校
支

援
課
�
７８６
―
３
２
１
１
㈹
）。

※
部
活
動
に
つ
い
て
も
、
こ
の
期
間
は
原

則
行
い
ま
せ
ん
。

詳
し
く
は
�
学
務
課
�
７８８
―
４
９
６
９

平成３０年度に市内から排出されたごみの量は次のとおりです。

ごみ量の合計は２０，５４８トンで、前年度と比較し３９トンの減少となりました。また、ごみ量のう
ち資源化量は６，４５１トンで、資源化率は３１．４％でした。資源化量のうち、古紙類（新聞紙、雑誌）、
金属類などは有価物として売却し、約３，０１６万円の歳入となりました。ご協力ありがとうござい
ました。
環境センターでは、収集したごみを適正に処理し資源の有効活用に努めています。また、環境

センターの焼却施設を稼働停止したことに伴い、令和元年度から、燃やせるごみを近隣団体およ
び民間の焼却施設に処理をお願いしていますので、これまで以上に、「ごみ減量」と「リサイク
ルのためのごみ分別」にご協力をお願いします。

自主的避難に役立つ情報
緊急速報メールを活用した
洪水情報の「プッシュ型配信」※
この配信サービスは、国土交通省が発信元となり、携帯電話事業

者などが提供する「緊急速報メール」サービスを活用して、洪水情
報を周知するものです。

洪水情報のプッシュ型配信イメージ
※「プッシュ型配信」とは、受信者が要求しなくても発信者側から情報が配信される
仕組みのこと。

川の防災情報

身近な「雨の状況」「川の水位と危険性」
「川の予警報」などをリアルタイムでお知
らせするウェブサイトです。川の水位や雨
の現在の状況、現在の氾濫の危険性がわか
り、浸水が想定される範囲などを見ること
ができます。

パソコンから
http : //www.river.go.jp/
スマートフォンから
http : //www.river.go.jp/s/

市が出す避難情報
避難情報

災害発生情報
（市が発令）

避難勧告
避難指示（緊急）
（市が発令）

避難準備・
高齢者等避難
開始

（市が発令）

洪水注意報
大雨注意報等

（気象庁が発表）

早期注意情報
（気象庁が発表）

避難行動等

既に災害が発生している状況です。
命を守るための最善の行動をとりま
しょう。

速やかに避難先へ避難しましょう。
公的な避難場所までの移動が危険と
思われる場合は、近くの安全な場所
や、自宅内のより安全な場所に避難
しましょう。

避難に時間を要する人（高齢者、障が
い者、乳幼児など）とその支援者は
避難をしましょう。その他の人は、
避難の準備を整えましょう。

避難に備え、ハザードマップなどに
より、自らの避難行動を確認しまし
ょう。

災害への心構えを高めましょう。

警戒レベル
警戒レベル

５５
警戒レベル

４４
警戒レベル

３
警戒レベル

２
警戒レベル

１
※市は様々な情報をもとに、避難情報を発令する判断をするため、国や県から防災気象情報が発表されても、
市から避難情報が発令されない場合もあります。

※避難情報は、警戒レベル１から順番に発表されるとは限りません。状況が急変することもあります。

水害に関する
防災の取り組み
について

水害・土砂災害の防災情報の伝え方が全国的に見直され、５段階になりました。
防災情報は、「市が出す避難情報」と、「国や県の出す防災気象情報」の２つに大別できます。

警警戒戒レレベベルル で
全全員員避避難難！！

全員
避難！

高齢者等
は避難

警戒レベル５
相当情報

警戒レベル４
相当情報

警戒レベル３
相当情報

国や県が出す
防災気象情報

警戒レベル相当情報（例）

・氾濫発生情報
・大雨特別警報など

・氾濫危険情報
・土砂災害警戒情報
など

・氾濫警戒情報
・洪水警報など

国土交通省、気象
庁、県が出す防災
気象情報は、住民
が自主的に避難行
動をとるために参
考とする情報です。

大雨が降ったら、
まずチェック！

一般住民

緊急速報
メール

追加

携帯電話会社
（NTTドコモ、KDDI・沖
縄セルラー、ソフトバン
ク（ワイモバイル含む））

洪水情報

追加

河川管理者（国）・
気象庁

洪水予報作成・発表
（地方整備局）

詳しくは�安心安全課�788－4926

命を守る
行動

８月

桶川市役所 �786―3211（代表）
桶川市教育委員会 �786―0336

平成30年度ごごみみ量量について報報告告します
詳しくは�リサイクル推進課�728－1902

単位：ｔ
③

資源化率
※４（％）

３１．４

３２．４

（令和元年７月１日現在）
※３ ごみ量（収集ごみ量＋直接搬入ごみ量）／（人口×３６５日）
※４ 資源化量／ごみ排出量

一人あたり
のごみ量
※３（ｇ）

７４７

７５０

②うち
資源化量
※２

６，４５１

６，６８０

①合計

２０，５４８

２０，５８７

粗大ごみ

７０２

６５２

資源ごみ
※１

１，４６４

１，４７０

紙製の
容器と
包装紙

２６９

２７６

※１ 古着・新聞紙・雑誌・段ボール・紙パック
※２ 直接資源化量＋中間処理後再生利用量

その他
ごみ

３９４

３９５

金属・
ガラス・
乾電池

１，０５６

１，０９８

プラス
チック

２，５１８

２，６１５

燃やせる
ごみ

１４，１４５

１４，０８１

平成３０
年度
平成２９
年度

投票期間

8／1㈭～10／25㈮
18：00まで
１日１回
投票して
べに！

2019．8 662019．877
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ス
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健
康
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

い
っ
し
ょ
に
Ｄ
Ｏ
で
す
か

ま
ち
の
話
題

市
民
伝
言
板
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健
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い
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し
ょ
に
Ｄ
Ｏ
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す
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ま
ち
の
話
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市
民
伝
言
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　 動 報 告
かつ

どう ほう こく 教
育
委
員
会

第
８
回
定
例
会
の
お
知
ら
せ

第
１
回
総
合
教
育
会
議
の

開
催
に
つ
い
て

第
１
回
い
じ
め
対
策
委
員
会
の

お
知
ら
せ

第
８
回
農
業
委
員
会
総
会
の
お
知
ら
せ

「
家
族
の
つ
ど
い
」
の
ご
案
内

生
涯
学
習
ガ
イ
ド（
８
月
〜
１１
月
）

を
活
用
し
て
く
だ
さ
い

「
小
規
模
工
事
契
約
希
望
者
登
録

制
度
」
契
約
希
望
者
の
申
請
を

受
け
付
け
ま
す（
臨
時
登
録
）

防
災
行
政
無
線
な
ど
を
用
い
た

情
報
伝
達
訓
練
の
実
施
に
つ
い
て

と
き
▼
８
月
２８
日
㈬
午
後
２
時

と
こ
ろ
▼
市
役
所
４
階
会
議
室
４０１

傍
聴
を
希
望
す
る
人
は
、
会
場
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。
会
場
の
都
合
で
人
数
を
制

限
す
る
場
合
は
、
ご
了
承
願
い
ま
す
。
次

回
の
教
育
委
員
会
は
、
９
月
２４
日
㈫
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
�
教
育
総
務
課
�
７８８
―
４
９

６
５

総
合
教
育
会
議
と
は
、
市
長
と
教
育
委

員
会
が
円
滑
に
意
思
疎
通
を
図
り
、
本
市

の
実
情
に
応
じ
た
教
育
、
学
術
お
よ
び
文

化
の
振
興
を
図
る
た
め
重
点
的
に
講
ず
べ

き
施
策
な
ど
に
つ
い
て
協
議
・
調
整
を
行

う
会
議
で
す
。

と
き
▼
８
月
２２
日
㈭
午
後
２
時

と
こ
ろ
▼
市
役
所
３
階
会
議
室
３０３

傍
聴
を
希
望
す
る
人
は
、
会
場
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。
会
場
の
都
合
で
人
数
を
制

限
す
る
場
合
は
、
ご
了
承
願
い
ま
す
。

詳
し
く
は
�
企
画
調
整
課
�
７８８
―
４
９

０
３と

き
▼
８
月
２３
日
㈮
午
後
１
時
３０
分

と
こ
ろ
▼
市
役
所
３
階
会
議
室
３０３

傍
聴
を
希
望
す
る
人
は
、
会
場
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。
会
場
の
都
合
で
人
数
を
制

限
す
る
場
合
は
、
ご
了
承
願
い
ま
す
。

詳
し
く
は
�
学
校
支
援
課
�
７８８
―
４
９

６
７

と
き
▼
８
月
２３
日
㈮
午
後
２
時

と
こ
ろ
▼
市
役
所
３
階
会
議
室
３０４

傍
聴
を
希
望
す
る
人
は
、
会
場
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。
会
場
の
都
合
で
人
数
を
制

限
す
る
場
合
は
、
ご
了
承
願
い
ま
す
。
ま

た
、
会
場
変
更
な
ど
の
詳
細
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
ま
た
は
事
務
局
に
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。
次
回
の
農
業
委
員
会
総
会
は
、

９
月
２４
日
㈫
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
�
農
業
委
員
会
事
務
局
�
７８８

―
４
９
３
２

内
容
▼
統
合
失
調
症
の
疾
患
を
持
つ
患

者
の
家
族
が
悩
み
を
語
り
合
い
、
気
持
ち

を
分
か
ち
合
う
会
で
す
。

と
き
▼
８
月
２９
日
㈭
午
後
１
時
３０
分
〜

４
時
※
毎
月
１
回
実
施

と
こ
ろ
▼
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
▼
市
内
在
住
で
統
合
失
調
症
の
疾

患
を
持
つ
患
者
の
家
族

費
用
▼
無
料

そ
の
他
▼
「
家
族
の
つ
ど
い
」
に
参
加

す
る
前
に
、
当
事
者
や
ご
家
族
の
状
況
を

伺
い
ま
す
。

申
込
み
▼
窓
口
へ
直
接
ま
た
は
電
話
で
、

健
康
増
進
課
へ
。

詳
し
く
は
�
健
康
増
進
課
�
７８６
―
１
８

５
５

去る７月１４日㈰、駅東口エレベーターが供用開始となり、
竣工式が行われました。
市民の皆様をはじめ、桶川駅を利用される多くの方々の、
長年の願いであった駅東口エレベーターが、こうして供用
開始できましたことは、これもひとえに、JR東日本をは
じめとする多くの関係者の皆様のご協力のおかげでありま
すこと、心より感謝申し上げます。
この度設置されたエレベーターは、１６人乗りであり、傷
病者等の搬送に使用するストレッチャーにも対応しており
ます。また、乗り口と降り口が反対になる貫通式を採用し
ているため、車椅子の方でも向きを変えずに乗降できる仕
様となっております。
また、エレベーター設置に引き続き、駅自由通路の耐火
化改修や床、階段など、広範囲にわたる駅の改修工事を予
定しております。工事期間中は、一時的に通路が狭くなる
などの御不便をお掛けしますが、市民の皆様には、何卒、
ご理解、ご協力のほど、よろしくお願いいたします。
この度の東口エレベーター設置を機に、現在進めている
駅東口広場や駅東口通り線等の整備事業についても、関係
者のご協力をいただきながら、更にスピード感をもって着
実に進めていかなくてはならないと、改めて、強く感じま
した。

川田谷にある旧熊谷陸軍飛行学校桶川分教場は、昭和１２年に設置された飛行学校施設で、建物
は市の有形文化財に指定されています。市では現在、この分教場の整備事業を実施しています。
市は、本整備事業に賛同いただける方々からの寄附金を受け付けており、令和元年６月３０日現

在の寄附件数は３１１件、金額は１２，６０７，９１５円となっています。
前回の広報掲載（平成３１年１月号）以降、寄附をいただいた方についてお知らせします。

（受付順）
�個人 丸岡 康三 様 北野 舞 様

鈴木 和貴 様 加藤 清 様
加藤 鈴子 様 北山 洋一 様
大塚 茂 様
その他、氏名公表不可 ９名

�団体 桶川市写真連盟 様
その他、団体名公表不可 １団体

※同日現在で入金が確認でき、氏名（団体名）公表
可の場合のみ掲載しています。

※※現現在在建建物物のの公公開開はは中中止止しし
てておおりり、、敷敷地地内内のの立立ちち入入
りりもも禁禁止止ししてていいまますす。。

市
民
の
生
涯
学
習
を
支
援
す
る
た
め
に
、

学
習
機
会
の
情
報
を
ま
と
め
た
『
生
涯
学

習
ガ
イ
ド
』
を
作
成
し
て
い
ま
す
。
公
共

施
設
（
公
民
館
・
図
書
館
な
ど
）
に
配
置

し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
自
由
に
お
持
ち
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

詳
し
く
は
�
生
涯
学
習
文
化
財
課
�
７８８

―
４
９
７
０

市
が
発
注
す
る
小
規
模
工
事
（
１３０
万
円

以
下
）
の
契
約
希
望
者
の
申
請
を
受
け
付

け
ま
す
。
今
回
の
受
け
付
け
は
臨
時
登
録

で
す
の
で
、
登
録
済
み
の
場
合
、
申
請
の

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

受
付
期
間
▼
９
月
２
日
㈪
〜
１０
日
㈫

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

受
付
時
間
▼
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５

時
１５
分
（
正
午
〜
午
後
１
時
を
除
く
）

受
付
場
所
▼
契
約
管
財
課

有
効
期
間
▼
１０
月
１
日
〜
令
和
３
年
３

月
３１
日

対
象
▼
市
内
に
主
た
る
事
業
所
を
有
す

る
法
人
ま
た
は
市
内
に
主
た
る
事
業
所
お

よ
び
住
所
を
有
す
る
個
人
で
、
小
規
模
工

事
の
契
約
を
希
望
す
る
人
（
桶
川
市
建
設

工
事
競
争
入
札
参
加
資
格
者
名
簿
に
登
載

さ
れ
て
い
な
い
人
）

提
出
書
類
▼
提
出
要
領
を
参
照

※
提
出
要
領
、
申
請
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
�
契
約
管
財
課
�
７８８
―
４
９

１
２地

震
・
津
波
や
武
力
攻
撃
な
ど
の
発
生

に
備
え
、「
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ

ア
ラ
ー
ト
）」
を
利
用
し
、
全
国
一
斉
に

情
報
伝
達
訓
練
が
行
わ
れ
ま
す
。
市
で
は
、

防
災
行
政
無
線
お
よ
び
防
災
情
報
メ
ー
ル

を
活
用
し
た
訓
練
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

※
訓
練
の
た
め
の
放
送
で
す
の
で
、
災
害

な
ど
と
間
違
え
な
い
よ
う
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

と
き
▼
８
月
２８
日
㈬
午
前
１１
時

【
防
災
行
政
無
線
に
よ
る
試
験
放
送
】

市
内
７５
か
所
に
設
置
し
て
あ
る
防
災
行

政
無
線
か
ら
、
一
斉
に
次
の
よ
う
に
放
送

さ
れ
ま
す
。

【
放
送
内
容
】

「
こ
れ
は
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
テ
ス
ト
で

す
」
×
３

「
こ
ち
ら
は
、
防
災
桶
川
で
す
」

詳
し
く
は
�
安
心
安
全
課
�
７８８
―
４
９

２
６

vol．58

市長元気通信

桶川市長

桶川市旧熊谷陸軍飛行学校桶川分教場跡地
整備管理基金への寄附ありがとうございます

道の駅・飛行学校跡地整備課�788－4930

▲工事中の兵舎棟の写真

▲竣工式 ▲設置されたエレベーター
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伝
言
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▲公式サイト

「
恋
た
ま
」で
、結
婚
し
ま
せ
ん
か
！

〜
桶
川
出
張
所
を
開
設
し
ま
す
〜

第
九
次
桶
川
市
高
齢
者
福
祉
計

画
・
第
八
次
桶
川
市
介
護
保
険
事

業
計
画
策
定
委
員
を
募
集
し
ま
す

下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者

共
通
試
験
を
行
い
ま
す

「
２
０
１
９
年
経
済
セ
ン
サ
ス
―

基
礎
調
査
」
を
実
施
し
て
い
ま
す

オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
を

駆
除
し
ま
し
ょ
う
！

Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
（
恋
た
ま
）
は
、
結
婚
を
誠
実
に

希
望
す
る
独
身
男
女
に
出
会
い
の
機
会
を

提
供
す
る
県
の
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す
。

セ
ン
タ
ー
で
は
、
結
婚
を
希
望
す
る
人
に
、

マ
ッ
チ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
と
県
内
に
設
置
す

る
セ
ン
タ
ー
の
相
談
員
が
、
出
会
い
か
ら

交
際
、
結
婚
に
至
る
ま
で
の
サ
ポ
ー
ト
を

行
い
ま
す
。

こ
の
た
び
、
桶
川
出
張
所
を
開
設
し
、

出
張
登
録
会
を
開
催
し
ま
す
。
な
お
、
す

で
に
登
録
を
完
了
し
て
い
る
会
員
は
、
相

談
も
で
き
ま
す
。

と
き
▼
９
月
１４
日
㈯
午
前
１０
時
〜
午
後

４
時
（
正
午
〜
午
後
１
時
を
除
く
、
１
人

３０
分
）

と
こ
ろ
▼
市
役
所
２
階
会
議
室
２０１

対
象
▼
①
結
婚
を
希
望
し
、
自
ら
婚
活

す
る
意
思
の
あ
る
２０
歳
以
上
の
独
身
男
女

②
埼
玉
県
内
に
在
住
、
在
勤
、
ま
た
は
近

い
将
来
埼
玉
県
に
移
住
を
考
え
て
い
る
人

③
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
持
っ
て
い
る
人

定
員
▼
１０
人

費
用
▼
１
万
５
千
円
（
税
込
・
２
年
間

有
効
）
※
桶
川
市
在
住
の
人
は
１
０
�
８

０
０
円

持
ち
物
▼
運
転
免
許
証
な
ど
の
写
真
付

き
の
身
分
証
明
書
が
必
要
で
す
。
詳
細
は
、

恋
た
ま
Ｈ
Ｐ
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
み
▼
あ
ら
か
じ
め
、

恋
た
ま
Ｈ
Ｐ
か
ら
予
約
が

必
要
で
す
。
予
約
は
９
月

１１
日
㈬
ま
で
【
先
着
順
】

（https://w
w
w
.koitam

a.jp

）

問
合
せ
�
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ
出
会
い
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会
事
務
局

�
７８９
―
７
７
２
１
（
火
〜
日
曜
日
の
午
前

１１
時
〜
午
後
６
時
３０
分
）

令
和
３
年
度
か
ら
令
和
５
年
度
ま
で
を

計
画
期
間
と
す
る
「
第
九
次
桶
川
市
高
齢

者
福
祉
計
画・第
八
次
桶
川
市
介
護
保
険
事

業
計
画
」を
策
定
す
る
た
め
保
健
・
医
療
・

福
祉
の
関
係
者
お
よ
び
被
保
険
者
代
表
に

よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
計
画
策
定
委
員
会
を

設
置
し
ま
す
。
そ
こ
で
、
介
護
保
険
被
保

険
者
の
代
表
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格
▼
市
内
在
住
の
４０
歳
以
上

（
令
和
元
年
８
月
１
日
現
在
）
で
、
平
日

の
昼
間
の
会
議
（
年
６
回
程
度
）
に
出
席

で
き
る
人

募
集
人
員
▼
①
第
１
号
被
保
険
者
１
人

（
６５
歳
以
上
）

②
第
２
号
被
保
険
者
１
人（
４０
歳
〜
６４
歳
）

任
期
▼
令
和
３
年
３
月
末
ま
で

応
募
方
法
▼
応
募
動
機
を
４００
字
程
度
に

ま
と
め
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
記

入
し
て
、８
月
２６
日
㈪
ま
で
に
、
郵
送（
〒

３６３
―
８
５
０
１
住
所
記
入
不
要
）
ま
た
は

直
接
、
高
齢
介
護
課
へ
。

選
考
▼
応
募
書
類
を
も
と
に
選
考
し
、

結
果
を
通
知
し
ま
す
。

詳
し
く
は
�
高
齢
介
護
課
�
７８８
―
４
９

３
８試

験
日
▼
１１
月
２４
日
㈰

試
験
会
場
▼
埼
玉
工
業
大
学

受
験
資
格
▼
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
人

①
高
等
学
校
の
土
木
工
学
科
ま
た
は
こ
れ

に
相
当
す
る
課
程
を
修
了
し
て
卒
業
し
た

人②
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
人
で
、
排
水
設

備
工
事
な
ど
の
設
計
ま
た
は
施
工
に
関
し
、

１
年
以
上
の
実
務
経
験
を
有
す
る
人

③
排
水
設
備
工
事
等
の
設
計
ま
た
は
施
工

に
関
し
、
２
年
以
上
の
実
務
経
験
を
有
す

る
人

④
①
〜
③
に
準
ず
る
人

受
験
料
▼
１
万
円

申
込
み
▼
郵
送
で
８
月
１９
日
㈪
〜
９
月

２７
日
㈮
《
必
着
》

※
受
験
に
関
す
る
詳
細
は
、
８
月
１９
日
㈪

か
ら
市
下
水
道
課
で
配
布
す
る
受
験
案
内

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）
を
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
�
下
水
道
課
�
７８８
―
４
９
６

１

市と埼玉西武ライオンズは、地域振興に関することなど、各分野における連携協力に関する基本協定を締結し
ています。この協定を活かした取り組みの一環として、埼玉西武ライオンズの本拠地であるメットライフドーム
で開催される自治体 PRイベントで、オケちゃんと桶川市の PR活動を実施します！
と き�８月１３日㈫午後４時から試合開始前まで（対オリックス・バファローズ戦）
ところ�西武ドーム ３塁側
また、８月８日㈭～１５日㈭の間、市民課（２階）、スポーツ振興課を含む教育委員会

事務局（４階）で、一部の職員が埼玉西武ライオンズのユニフォームを着用し業務を行
います。

経
済
セ
ン
サ
ス
―
基
礎
調
査
は
、
全
国

す
べ
て
の
民
営
事
業
所
を
対
象
に
実
施
し

て
い
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
統
計
調
査
員
が
『
調
査

員
用
端
末
（
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
）』
を
使

用
し
て
、
事
業
所
の
外
観
な
ど
に
よ
り
名

称
や
活
動
状
態
な
ど
を
確
認
し
ま
す
。
な

お
、
新
た
に
把
握
し
た
事
業
所
や
一
部
の

事
業
所
に
は
、
調
査
票
を
配
布
し
ま
す
。

調
査
は
、
市
内
を
数
か
所
の
ブ
ロ
ッ
ク

に
分
け
て
２
か
月
毎
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

８
月
・
９
月
は
、「
北
１
丁
目
、
寿
一
丁

目
（
一
部
）、
寿
２
丁
目
、
末
広
２
丁
目
、

西
１
・
２
丁
目
、
鴨
川
１
・
２
丁
目
、
下

日
出
谷
（
一
部
）、
下
日
出
谷
西
１
〜
３

丁
目
、
若
宮
１
丁
目
（
一
部
）、
若
宮
２

丁
目
」
で
す
。

皆
様
の
調
査
へ
の
ご
理
解
・
ご
回
答
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

詳
し
く
は
�
企
画
調
整
課
�
７８８
―
４
９

０
２

オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
は
北
米
原
産
の
多

年
草
で
、
黄
色
で
コ
ス
モ
ス
に
似
た
花
を

咲
か
せ
ま
す
。
し
か
し
、
強
力
な
繁
殖
力

で
、
一
度
定
着
す
る
と
在
来
の
野
草
の
生

育
場
所
を
奪
い
、
周
囲
の
環
境
を
一
変
さ

せ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
平
成
１８

年
に
特
定
外
来
生
物
に
指
定
さ
れ
、
移
植
、

栽
培
な
ど
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

特
徴
▼

・
草
丈
３０
〜
７０
㎝
、
花
期
は
５
〜
７
月
、

花
は
直
径
５
〜
７
㎝
の
頭
状
花

・
黄
色
で
コ
ス
モ
ス
に
似
た
花

・
花
び
ら
と
花
の
中
央
部
が
同
じ
色

・
コ
ス
モ
ス
と
開
花
時
期
が
異
な
る
（
オ

オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
は
５
〜
７
月
ご
ろ
、
コ

ス
モ
ス
は
秋
）

出
典
�
環
境
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

駆
除
方
法
▼

・
根
か
ら
引
き
抜
い
た
も
の
を
、
種
子
が

飛
ば
な
い
よ
う
に
ゴ
ミ
袋
に
入
れ
て
２
〜

３
日
天
日
に
さ
ら
し
て
枯
死
し
た
あ
と
、

処
分
す
る
。

・
除
草
剤
に
よ
る
駆
除
も
可
能
で
す
。

在
来
の
野
草
を
守
る
た
め
、
オ
オ
キ
ン

ケ
イ
ギ
ク
の
駆
除
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

詳
し
く
は
�
環
境
課
�
７８８
―
４
９
２
５

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥〈広告〉‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

市民税・県民税
国民健康保険税
介護保険料
後期高齢者医療保険料

【第2期】

納期限…9月2日
納付は期限内に！

今月の納期

埼埼玉玉西西武武ラライイオオンンズズ×オオケケちちゃゃんんで、PR活動を行います
詳しくは�スポーツ振興課�788－4972

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

健
康
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

い
っ
し
ょ
に
Ｄ
Ｏ
で
す
か

ま
ち
の
話
題

市
民
伝
言
板



情報ステーション
OKEGAWA Information Station

☎090-4816-5600 786-2264FAX

有限会社 小林タイル

タイル、外構、浴室ユニットバス工事
ブロック、フェンス、エクステリア工事

桶川市下日出谷 121-20

見 積 無 料

全
国
一
斉「
子
ど
も
の
人
権
１１０
番
」

強
化
週
間
実
施
の
お
知
ら
せ

「地域包括支援センターの役割」
高齢者の皆さんが、安心して住み続けられるようにサポートします。
介護・福祉・保健・医療などさまざまな支援を行うために、市から委託を受けた総合相談機関です。
相談内容は法律により、利用者の同意なく他の人に知られることはありません。安心してご相談ください。

さ
い
た
ま
地
方
法
務
局
と
埼
玉
県
人
権

擁
護
委
員
連
合
会
は
、
子
ど
も
を
め
ぐ
る

様
々
な
人
権
問
題
に
取
り
組
む
た
め
、
全

国
一
斉
「
子
ど
も
の
人
権
１１０
番
」
強
化
週

間
と
し
て
、
通
常
の
受
付
時
間
（
平
日
午

前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時
１５
分
）
を
延
長

し
、
多
く
の
子
ど
も
た
ち
の
相
談
を
専
用

電
話
で
受
け
付
け
ま
す
。

と
き
▼
８
月
２９
日
㈭
〜
９
月
４
日
㈬
の

午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
７
時
※
８
月
３１
日

㈯
、９
月
１
日
㈰
は
午
前
１０
時
〜
午
後
５
時

相
談
電
話
番
号
▼
０
１
２
０
―
００７
―
１１０

相
談
担
当
▼
法
務
局
職
員
、
埼
玉
県
人

権
擁
護
委
員
連
合
会
子
ど
も
人
権
擁
護
委

員
（
全
国
共
通
・
無
料
）

問
合
せ
�
さ
い
た
ま
地
方
法
務
局
人
権

擁
護
課
�
８５９
―
３
５
０
７

シリーズ 明日のあんしん ～高齢者の暮らしを支える～42

住み慣れた地域で自分らしい暮らしができるように
詳しくは�高齢介護課

�788－4938「お気軽に地域包括支援センターにご相談ください」

8月 の無料相談 ●桶川市役所・教育委員会／�786－3211（代表） �786－0336
●社会福祉協議会／�728－2221 �728－2313

相 談 相談員 相 談 内 容 と き と こ ろ 問 合 せ

◎法律相談（予約制） 弁 護 士 相隣、金銭・賃貸借、離婚、相続などの法
律全般についての相談

２日㈮・９日㈮・２３日㈮・３０日㈮
１４：００～１７：００
１７日㈯ ９：００～１２：００
９月６日㈮・１３日㈮・２７日㈮
１４：００～１７：００
２１日㈯ ９：００～１２：００

市役所相談室

秘書広報課

◎司法書士法律相談（予約制） 司法書士 相続、遺言、名義変更、会社設立登記、成年
後見、少額民事訴訟（債務整理）などの相談

８日㈭ １３：００～１６：００
※次回は９月１２日㈭ 市役所相談室

◎行政書士相談（予約制） 行政書士 成年後見制度、相続、各種契約書、内容証
明、会社設立などの手続きの相談

６日㈫ １３：００～１６：００
※次回は９月２日㈪ 市役所相談室

◎不動産相談（予約制） 宅 地 建 物
取引主任者

不動産の売買、賃貸借契約などについての
相談

２８日㈬
１３：００～１６：００ 市役所相談室

住 宅 相 談 建設団体
の相談員

住宅の新築、増改築、修繕、工事、耐震な
どの相談

１７日㈯
９：００～１２：００

市役所会議室３０１
電話でも可�７８６－３２１１

行 政 相 談 行 政
相談委員

国や公団・公社などへの要望や苦情につい
ての相談

９日㈮ １０：００～１２：００
※次回は９月１３日㈮ 市役所相談室

多 重 債 務 相 談 市 役 所
職 員

消費者金融などからの借金返済などに困っ
ている人の相談 随時 市役所相談室

直通�７８８－４９０１

暴力団被害相談（予約制） 上尾警察署
職 員

暴力団により被害を受けたり、困っている
ことについての相談 随時 市役所相談室

安心安全課
犯罪被害者相談 市 役 所

職 員 犯罪被害に関する総合的相談 市役所窓口（電話でも可） 市役所相談室

女性相談（予約制） 県外の専門
カウンセラー 女性のためのなんでも相談 ５日㈪・２６日㈪

１０：００～１６：００ 市役所相談室 人権・男女共同
参画課人 権 相 談 人権擁護

委 員
悩みごと・離婚問題・子どものいじめなど
の日常生活でお困りのことの相談

１３日㈫
９：００～１２：００ 地域福祉活動センター３階

内 職 相 談 内 職
相 談 員 内職に関する相談・案内 毎週水曜日・金曜日（祝日を除く）

１０：００～１５：００（１２：００～１３：００を除く）
勤労福祉会館
直通�７７３－１１２１（水・金曜日）産業観光課

消 費 生 活 相 談 消費生活
相 談 員

消費者トラブルや苦情など、消費生活全般
についての相談

毎週月～金曜日（祝日を除く）
１０：００～１５：３０（１２：００～１３：００を除く）

市役所３階
電話でも可 �７８６－３２１１㈹ 自治文化課

こどもと家庭なんでも相談 家庭児童
相 談 員

子どもたち自身や親からの、家庭・幼稚園・
学校などでの悩みや子育ての相談

毎週火曜日・木曜日（祝日を除く）
１０：００～１６：００

駅前子育て支援センター
電話でも可 直通�７７７－７７０８ 子ども未来課

こどものことばや運動面 専 門
相 談 員 未就学児の発達についての相談 事前に電話で申し込み、日程調

整して決定
児童発達支援センター分室
�７８７－５５６２

児童発達支援
センター分室

教 育 相 談 専 門
相 談 員

子どもの教育やしつけについての悩みごと
相談

毎週月～金曜日（祝日を除く）
９：１５～１６：３０

桶川市教育センター
直通�７８６－３２３７ 学校支援課

心 配 ご と 相 談 民生委員 さまざまな心配ごとの相談 毎週土曜日（祝日を除く）
１３：００～１５：００

地域福祉活動センター
直通�７２８－２３６９ 社会福祉協議会

※上記相談外での個別相談は、相談料が発生する場合があります。※◎の相談は一年度に１回のみ受けられます。

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥〈広告〉‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

対前年
同月比

△３６件

０人

△４１人

急ぐ心にブレーキを ゆとりの運転 事故防止

平成30年
5月末

１２０件

０人

１４１人

令和元年
5月末

８４件

０人

１００人

件 数

死 者 数

負傷者数

☆ 交通事故統計 ☆
―桶川市内の人身事故―

（毎年１月からの累計）

土地・建物の登記
相続：売買：贈与：抵当権設定・抹消等の
登記手続き及び遺言書の作成手続等

まずは電話で相談を（無料）
（土・日・祭日も在宅時対応OK）

熊井司法書士事務所
司法書士 熊井道明

〒363－0014 桶川市神明2－2－10
TEL048－775－4472（Fax も同じ）

と き ８月２１日㈬ 午後２時～３時３０分

ところ 地域福祉活動センター内「社会福祉協議会」３階会議室１

内 容 介護に関しての相談など、気分転換をしてリフレッシュするために寄り道をしませんか。
心のこり、体のこりをほぐしましょう。参加をお待ちしています。

問合せ 地域包括支援センター「社会福祉協議会」（末広２－８－８）
�７２８－２２６５

介介護護者者ののつつどどいい 地域包括支援センター主催で、介護に関する情報交換の場
として、介護者のつどいを開催します。

◆介護予防支援
・介護予防サービスを受けるためのケアプラ
ン作成

・介護予防教室の開催
・通いの場での１００歳体操 など
心身の状態にあわせて、住み慣れた地域で、そ
の人らしい生活を続けられるように支援します。

地域包括支援センター窓口連絡先一覧（お住まいの担当地域のセンターへ連絡してください。）
所在など

坂田１７２５ �７７７－７０５５

若宮１－５－２ おけがわマイン４階
�７８９－２１２１

末広２－８－８ �７２８－２２６５

川田谷５８３０－１ �７８３－５３１１

担当地域
東、西、南、北、寿、神明、国道西側の坂田、国
道西側の加納

泉、下日出谷、下日出谷西、若宮、鴨川、朝日

末広、坂田東、坂田西、篠津、五丁台、舎人新田、小
針領家、倉田、赤堀、国道東側の坂田、国道東側の加納

上日出谷、川田谷

センター名
地域包括支援センター
「ハートランド」
地域包括支援センター
「ルーエハイム」
地域包括支援センター
「桶川市社会福祉協議会」
地域包括支援センター
「ねむのき」

◆権利擁護
・虐待にあっているかもしれない
・悪質な訪問販売で困っている
・財産管理や契約を１人で判断するのは不安
だから、成年後見制度を利用したい

高齢者の権利を擁護します。

◆総合相談支援
・介護サービスを受けたい
・物忘れがひどくなってきて心配
・近所の高齢者を最近見かけずに心配
・どこに相談してよいかわからない
保健師、社会福祉士、主任ケアマネジャーなど
の専門職員が相談を受けます。

◆介護者の支援
・「介護者のつどい」や「認知症サポーター
養成講座」などの開催

・介護に関する情報交換
・介護者のリフレッシュの場をつくり、一人
で抱え込まない介護の支援

「地域包括支援センターの支援」

桶川市役所 �786―3211（代表）
桶川市教育委員会 �786―0336
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毎回

♪�♪

�

�

♪

�♪

�♪

相
続
、
借
金
、
生
活
、
こ
こ
ろ
の

悩
み
等
、
暮
ら
し
の
な
ん
で
も
相

談
会
（
無
料
）

桶
川
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ

「
フ
レ
イ
ル
予
防
講
習
会
」

商
工
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

「
創
業
セ
ミ
ナ
ー
」

上
尾
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

「
消
費
税
軽
減
税
率
制
度
説
明
会
」

を
開
催

内
容
▼
弁
護
士
・
司
法
書
士
に
よ
る
法

律
問
題
（
借
金
、
離
婚
、
相
続
、
贈
与
な

ど
）、
社
会
福
祉
士
に
よ
る
生
活
問
題
、

精
神
保
健
福
祉
士
に
よ
る
こ
こ
ろ
の
悩
み

の
個
別
相
談
会
（
同
じ
経
験
を
持
つ
相
談

員
と
の
面
談
も
可
）

と
き
▼
８
月
１８
日
㈰
午
前
９
時
〜
正
午

と
こ
ろ
▼
保
健
セ
ン
タ
ー
（
鴨
川
１
―

４
―
１
）

申
込
み
・
問
合
せ
�
事
前
に
夜
明
け
の

会
（
�
７７４
―
２
８
６
２
）
へ
連
絡
を
。

内
容
▼
軽
い
運
動
や
栄
養
な
ど
の
座
学

を
通
じ
て
、
フ
レ
イ
ル
の
予
防
や
健
康
増

進
を
目
指
し
て
行
い
ま
す
。

※
「
フ
レ
イ
ル
」
と
は
、
加
齢
と
と
も
に

筋
力
や
認
知
機
能
な
ど
、
心
や
体
の
機
能

が
低
下
し
た
状
態
の
こ
と
で
す
。

と
き
▼
９
月
４
日
㈬
か
ら
、
毎
週
水
曜

日
（
全
１０
回
）
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時

と
こ
ろ
▼
勤
労
福
祉
会
館

対
象
▼
市
内
在
住
・
在
勤
の
人

定
員
▼
３０
人
【
先
着
順
】

費
用
▼
１
�
０
０
０
円（
保
険
代
含
む
）

※
運
動
が
で
き
る
服
装
で
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。

申
込
み
▼
８
月
２６
日
㈪
ま
で
に
、
参
加

費
を
持
参
の
う
え
、
桶
川
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
へ
。

問
合
せ
�
桶
川
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
�
７７７
―
１
９
２
０

内
容
▼
顧
客
・
地
域
・
社
会
の
課
題
を

解
決
す
る
経
営
者
に
な
る
た
め
に
必
要
な

知
識
を
学
び
ま
す
。

【
１
日
目
】

「
創
業
手
続
き
・
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
作
成
・

資
金
調
達
」

地
域
ビ
ジ
ネ
ス
の
始
め
方
を
ゼ
ロ
か
ら

学
び
、
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
の
作
成
を
通
じ

て
採
算
の
取
れ
る
事
業
な
の
か
を
検
証
し

ま
す
。

【
２
日
目
】

「
地
域
ビ
ジ
ネ
ス
の
集
客
方
法
」

ゼ
ロ
か
ら
実
績
を
つ
く
り
、
口
コ
ミ
で

顧
客
を
継
続
的
に
増
や
す
人
脈
活
用
法
を

説
明
し
ま
す
。

と
き
▼
【
１
日
目
】
８
月
２１
日
㈬

【
２
日
目
】
８
月
２２
日
㈭

※
各
日
午
後
６
時
３０
分
〜
９
時
３０
分

と
こ
ろ
▼
鴻
巣
市
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

（
エ
ル
ミ
こ
う
の
す
ア
ネ
ッ
ク
ス
３
階
）

対
象
▼

・
独
立
開
業
を
目
指
す
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
、

Ｏ
Ｌ
、
主
婦
、
学
生

・
副
業
で
ビ
ジ
ネ
ス
を
始
め
た
い
人

・
創
業
後
５
年
以
内
の
人

・
経
営
の
基
本
を
学
び
た
い
人

定
員
▼
２０
人
【
先
着
順
】

費
用
▼
２
�
０
０
０
円
（
税
込
）

持
ち
物
▼
筆
記
用
具

講
師
▼Step

up
consulting

㈱

代
表
取
締
役

山
内
正
明
さ
ん
（
創
業
・

経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）

主
催
▼
桶
川
市
商
工
会
、
上
尾
商
工
会

議
所
、
伊
奈
町
商
工
会
、
北
本
市
商
工
会
、

鴻
巣
市
商
工
会

問
合
せ
�
鴻
巣
市
商
工
会
�
０４８
―
５４１
―

１
０
０
８

事
業
者
の
方
を
対
象
と
し
て
、
消
費
税

の
軽
減
税
率
制
度
に
関
す
る
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。

と
き
▼
８
月
２７
日
㈫
・
２８
日
㈬
・
２９
日

㈭※
時
間
は
各
日
午
後
１
時
〜
２
時
３０
分
、

３
時
〜
４
時
３０
分

※
各
回
、
同
じ
内
容
の
説
明
を
行
い
ま
す
。

※
駐
車
場
が
満
車
と
な
っ
た
場
合
、
入
場

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ
▼
上
尾
税
務
署
（
上
尾
市
西
門

前
５７７
）

問
合
せ
�
上
尾
税
務
署
法
人
課
税
第
一

部
門
�
７７０
―
１
８
１
３（
ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン
）

内 容�自宅でできる簡単な体操、クイズなど
の脳トレ、おくちの話など

対 象�６５歳以上の市民
定 員�４０人【先着順】
申込み�８月７日㈬午前９時から、電話または

直接、高齢介護課へ。
※多くの人に参加していただくために、一人に
つき、年度内１回の受講とさせていただいて
います。

※動きやすい服装でお越しください。
※できるだけ全日程参加してください。

今月のおれんじカフェ

開催場所 開催日 開催時間（出入り自由） 参加費
グループホームみんなの家
坂田東１－３６－３ �729－1616 ８月１４日㈬ １３：３０～１５：００ 無料

愛の家グループホーム桶川
朝日２－１０－１５ �778－6603 ８月２１日㈬ １３：３０～１５：００ 無料

桶川ケアセンターそよ風
上日出谷１２４５－２ �789－3130 ８月１６日㈮ １３：３０～１５：００ 無料

ねむのき 川田谷５８３０－１ �787－0311 ８月４日㈰
９月１日㈰ ９：３０～１２：００ １００円

花ノ木の郷 加納１８２４－１ �729－2222 ８月１８日㈰ ９：００～１５：００
（随時）★ 無料

認知症の人とその家族・地域住民など誰もが利用できます。専門職に相談したり、
入所されている皆さんと体操や音楽レクリェーションを通して触れ合いませんか。認
知症への理解を深めていただくことにより、誰もが住み良い桶川市を目指しています。

詳しくは�高齢介護課
☎788－4938

※事前の連絡は不要です。
直接お越し下さい。

認認知知症症ササポポーータターーフフォォロローーアアッッププ講講座座
９月２１日は、世界アルツハイマーデーです。それにちなみ、毎年９月は「アルツハイマー月間」

とし、全国各地で認知症に関するイベントが行われています。
市では、「こんなときどうすれば～本人との向き合い方～」と題した講座を行います。

と き�９月１０日㈫午後２時～３時３０分（受付：午後１時３０分から）
ところ�保健センター 講習室
対 象�認知症サポーター養成講座受講済みの人 定 員�７０人【先着順】
講 師�花俣ふみ代さん（認知症の人と家族の会埼玉支部代表）
申込み�９月４日㈬までに、高齢介護課（�７８８－４９３８）へ。

認知症サポーター
養成講座

目指せ、令和元年度
市内サポーター4,800人！

（令和元年７月１日現在4,145人）
詳しくは�高齢介護課�788－4938

「認知症サポーター」とは、認知症という
病気を正しく理解し、認知症の人とその家族
が住み慣れた地域でいきいきと暮らし続ける
ことができるよう支える応援者のことです。
講座修了後には認知症サポーターの証『オレ
ンジリング』をお渡しします。
と き�８月２３日㈮午後１時３０分～３時

（受付：午後１時から）
ところ�ハートランド会議室
定 員�２０人
申込み�８月１９日㈪までに、電話で、地域包括

支援センター「ハートランド」（�７７７
－７０５５）へ。

「脳げんき教室」のお知らせ
詳しくは�高齢介護課�788－4938

９月４日・１１日・１８日・２５日、
１０月２日※全て水曜日（５回コース）
午前１０時～１１時３０分
受付：午前９時３０分～１０時
地域福祉活動センター
（社会福祉協議会）
飲み物、タオル、筆記用具

日 程

時 間

ところ

持ち物

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥〈広告〉‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

北北里里大大学学メメデディィカカルルセセンンタターー
第第2266回回 市市民民ココンンササーートト
日 時 9月14日（土）

14：00～15：45（13：30開場）
場 所 南館１階エントランスホール
出 演 田崎悦子（ピアニスト）

応募要項 150人【先着順】
往復はがき（一人１枚）の返信・往信両面に住所・
氏名（ふりがな）・電話番号を明記の上、往信側に
「市民コンサート希望」と記載し、８月３０日㈮《必
着》までに、北里大学メディカルセンター事務部総
務課（〒３６４－８５０１ 北本市荒井６－１００）へ郵送し
てください。

後援：北本市、桶川市、鴻巣市

入場無料

★同日、介護の基礎知識を学ぶ「ビギナーズ研修」を開催。申込み・問合せは直接、花ノ木の郷へ。

桶川市ホームページアドレス
https://www.city.okegawa.lg.jp

情報ステーション
OKEGAWA Information Station

情報ステーション
OKEGAWA Information Station

桶川市役所 �786―3211（代表）
桶川市教育委員会 �786―0336

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

健
康
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

い
っ
し
ょ
に
Ｄ
Ｏ
で
す
か

ま
ち
の
話
題

市
民
伝
言
板

2019．8 11442019．81155

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

健
康
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

い
っ
し
ょ
に
Ｄ
Ｏ
で
す
か

ま
ち
の
話
題

市
民
伝
言
板



県
央
広
域
消
防
本
部
か
ら
の

お
知
ら
せ

小
規
模
飲
食
店
な
ど
に
消
火
器
具

設
置
が
義
務
化
さ
れ
ま
す

応
急
手
当
（
上
級
救
命
講
習
）
講
習

桶
川
北
本
水
道
企
業
団
か
ら
の

お
知
ら
せ

「
職
員
募
集
」

令
和
二
年
歌
会
始

財
務
省
関
東
財
務
局
へ
相
談
を
！

荒
川
図
画
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集

埼
玉
県
か
ら
の
お
知
ら
せ

「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
９

in
朝
霞
」
が
開
催
さ
れ
ま
す講師

渡部陽一さん
（戦場カメラマン）

交
通
事
故
被
害
者
の
ご
家
族
へ
の

援
護
金
に
つ
い
て

労
働
力
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

「
埼
玉
県
介
護
職
員
雇
用
推
進
事
業
等
」

参
加
者
募
集

彩
の
国
埼
玉
環
境
大
賞
の
候
補
者
募
集

令
和
元
年
１０
月
１
日
か
ら
、
厨
房
設
備
、

こ
ん
ろ
、
調
理
器
具
な
ど
の
火
を
使
用
す

る
設
備
や
器
具
を
設
け
た
１５０
㎡
未
満
の
小

規
模
な
飲
食
店
な
ど
に
も
消
火
器
具
の
設

置
が
義
務
化
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
防
火
上
有
効
な
次
の
措
置
が

講
じ
ら
れ
た
火
を
使
用
す
る
設
備
ま
た
は

器
具
を
設
置
し
て
い
る
場
合
は
、
対
象
外

で
す
。

・
調
理
油
過
熱
防
止
装
置

・
自
動
消
火
装
置

・
圧
力
感
知
安
全
装
置

問
合
せ
�
埼
玉
県
央
広
域
消
防
本
部
予

防
課
�
０４８
―
５９７
―
２
０
０
４

内
容
▼
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
用
い
た
心
肺
蘇
生
法

（
成
人
、
小
児
、
乳
児
、
新
生
児
）、
傷

病
者
管
理
法
、
外
傷
の
応
急
手
当
、
搬
送

法
、
筆
記
試
験

※
講
習
修
了
者
に
は
修
了
証
を
交
付

と
き
▼
９
月
１４
日
㈯
午
前
９
時
〜
午
後

５
時
（
午
前
８
時
５０
分
受
付
開
始
※
Ｗ
Ｅ

Ｂ
講
習
受
講
者
は
午
前
９
時
５０
分
受
付
）

と
こ
ろ
▼
北
本
消
防
署
北
本
東
分
署
２

階
会
議
室
（
北
本
市
宮
内
７
―
２４０
）

対
象
▼
桶
川
市
、
鴻
巣
市
、
北
本
市
に

在
住
ま
た
は
在
勤
で
中
学
生
以
上
の
人

（
再
受
講
可
）。

定
員
▼
１５
人
【
先
着
順
】

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切

費
用
▼
無
料

持
ち
物
▼
筆
記
用
具
、
昼
食

※
Ｗ
Ｅ
Ｂ
講
習
受
講
者
は
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
講
習

受
講
証
明
書
。

そ
の
他
▼
消
防
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

応
急
手
当
Ｗ
Ｅ
Ｂ
講
習
の
受
講
が
で
き
ま

す
。
Ｗ
Ｅ
Ｂ
講
習
受
講
者
は
、
救
命
講
習

の
受
講
時
間
が
、
開
始
か
ら
１
時
間
免
除

さ
れ
ま
す
。
発
行
さ
れ
た
「
応
急
手
当
Ｗ

Ｅ
Ｂ
講
習
受
講
証
明
書
」
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・
タ
ブ
レ
ッ

ト
Ｐ
Ｃ
の
画
面
提
示
で
も
可
）。

申
込
み
・
問
合
せ
▼
８
月
１４
日
㈬
〜
９

月
７
日
㈯
に
、
電
話
ま
た
は
直
接
、
北
本

東
分
署
（
�
０４８
―
５９３
―
０
１
１
９
）
ま
た

は
、
桶
川
消
防
署
（
�
７７３
―
１
１
９
０
）

へ
。職

種
お
よ
び
採
用
予
定
数
▼
一
般
事
務

２
人受

験
要
件
▼

大
学
卒
�
平
成
４
年
４
月
２
日
以
降
に

生
ま
れ
た
人

短
大
卒
�
平
成
６
年
４
月
２
日
以
降
に

生
ま
れ
た
人

高
校
卒
�
平
成
８
年
４
月
２
日
以
降
に

生
ま
れ
た
人

第
1
次
試
験
日
▼
１０
月
２０
日
㈰

申
込
期
間
▼

持
参
�
８
月
２６
日
㈪
〜
９
月
２
日
㈪
の

午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で
（
土
・
日

曜
日
を
除
く
）

郵
送
�
８
月
２３
日
㈮
〜
３０
日
㈮
《
消
印

有
効
》

試
験
案
内
の
配
布
▼
桶
川
北
本
水
道
企

業
団
で
配
布
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
企
業

団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

問
合
せ
�
桶
川
北
本
水
道
企
業
団
総
務

課
庶
務
係
�
０４８
―
５９１
―
２
７
７
５

の
ぞ
み

お
題
▼
「
望
」

※
詠
進
要
領
な
ど
詳
細
は
宮
内
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

詠
進
期
間
▼
９
月
３０
日

㈪
ま
で
《
消
印
有
効
》

申
込
み
▼
封
筒
に
「
詠

進
歌
」
と
記
入
の
う
え
、

宮
内
庁
（
〒
１００
―
８
１
１
１
）
へ
郵
送
し

て
く
だ
さ
い
。
小
さ
く
折
っ
て
封
入
し
て

差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

問
合
せ
�
疑
問
が
あ
る
場
合
に
は
、
宮

内
庁
式
部
職
宛
て
に
、郵
便
番
号
・
住
所
・

氏
名
を
書
き
、
返
信
用
切
手
を
貼
っ
た
封

筒
を
添
え
て
、
９
月
２０
日
㈮
ま
で
に
、
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

一
人
で
悩
ま
ず
、
ま
ず
は
相
談
し
て
く

だ
さ
い
（
無
料
）。

〇
詐
欺
的
な
投
資
勧
誘
に
関
す
る
相
談

�
６１３
―
３
９
５
２

〇
電
子
マ
ネ
ー
詐
欺
相
談
（
架
空
請
求
な

ど
）
�
６００
―
１
１
５
２

〇
多
重
債
務
相
談
�
６００
―
１
１
１
３

河
川
美
化
、
愛
護
の
意
識
や
河
川
へ
の

意
識
を
啓
発
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
荒
川

の
風
景
画
を
募
集
し
ま
す
。
入
賞
者
に
は
、

応
募
し
て
い
た
だ
い
た
絵
を
ス
タ
ン
ド
に

し
て
贈
呈
し
ま
す
。

題
材
▼
荒
川
流
域
の
川
や
ダ
ム
の
風
景

対
象
▼
小
学
生

応
募
期
間
▼
９
月
１７
日
㈫
ま
で

申
込
み
▼
荒
川
上
流
河
川
事
務
所
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
�
荒
川
図
画
コ
ン
ク
ー
ル
実
行

委
員
会
事
務
局
（
荒
川
上
流
河
川
事
務
所

計
画
課
）
�
０４９
―
２４１
―
０
３
８
０

８
月
は
「
人
権
尊
重
社
会
を
め
ざ
す
県

民
運
動
強
調
月
間
」
で
す
。

と
き
▼
８
月
２４
日
㈯
午
後
１
時
〜
３
時

３０
分と

こ
ろ
▼
朝
霞
市
民
会
館
ゆ
め
ぱ
れ
す

内
容
▼
①
人
権
講
演
会

②
子
ど
も
人
権
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
人
権
作
文

発
表

③
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
（
県
立
和
光
国
際
高

等
学
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る
演
奏
）

④
人
権
啓
発
課
題
ブ
ー
ス
の
展
示
、
東
京

２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
競
技
大
会
概
要
の
展
示
、
ラ
グ
ビ
ー

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
２
０
１
９
大
会
概
要
の

展
示
、
人
権
相
談
コ
ー
ナ
ー
ほ
か

※
④
は
午
前
１０
時
か
ら
午
後
３
時
３０
分
ま

で
で
す
。

費
用
▼
無
料

申
込
み
▼
不
要

問
合
せ
�
県
人
権
推
進
課
�
８３０
―
２
２

５
５

埼
玉
県
交
通
安
全
対
策
協
議
会
で
は
、

埼
玉
県
内
在
住
の
交
通
遺
児
等
を
対
象
に
、

援
護
一
時
金
を
給
付
し
て
い
ま
す
。

※
「
交
通
遺
児
等
」
と
は
、
１８
歳
以
下
の

人
で
、
保
護
者
（
一
方
ま
た
は
双
方
）
が

交
通
事
故
（
陸
海
空
全
て
の
交
通
事
故
が

対
象
）
に
よ
り
、
死
亡
ま
た
は
重
い
障
害

を
負
っ
た
人
を
い
い
ま
す
。

給
付
対
象
▼
平
成
３０
年
４
月
１
日
以
降
、

交
通
遺
児
等
と
な
っ
た
県
内
在
住
の
１８
歳

以
下
の
人

給
付
額
▼
（
子
ど
も
１
人
に
つ
き
）
１０

万
円
（
１
回
の
み
）

給
付
時
期
▼
令
和
元
年
１１
月
ま
た
は
令

和
２
年
５
月

申
請
書
類
▼
市
内
小
中
学
校
で
配
布
し

ま
す
。

提
出
期
限
▼
令
和
元
年
１１
月
給
付
分
�

令
和
元
年
８
月
３０
日
㈮
ま
で

令
和
２
年
５
月
給
付
分
�
令
和
２
年
２

月
２８
日
㈮
ま
で

提
出
先
▼
み
ず
ほ
信
託
銀
行
浦
和
支
店

に
郵
送
ま
た
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
（
さ

い
た
ま
市
浦
和
区
高
砂
２
―
６
―
１８
）。

問
合
せ
�
県
県
民
生
活
部
防
犯
・
交
通

安
全
課
�
８３０
―
２
９
５
８

総
務
省
で
は
、
埼
玉
県
を
通
じ
て
労
働

力
調
査
を
毎
月
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
調
査
の
結
果
は
、
国
や
県
が
実
施

す
る
雇
用
失
業
対
策
な
ど
の
企
画
・
立
案

を
す
る
上
で
重
要
な
指
標
と
し
て
利
用
さ

れ
ま
す
。

調
査
の
対
象
と
な
っ
た
世
帯
に
は
、
統

計
調
査
員
が
伺
い
ま
す
の
で
、
調
査
の
趣

旨
・
必
要
性
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
ご
回

答
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
�
県
統
計
課
�
８３０
―
２
３
１
４

県
で
は
、
介
護
の
仕
事
に
興
味
が
あ
る

人
に
対
し
、
経
験
の
有
無
な
ど
に
応
じ
て
、

研
修
の
受
講
か
ら
県
内
介
護
事
業
所
へ
の

就
職
ま
で
を
幅
広
く
支
援
し
て
い
ま
す
。

内
容
▼
介
護
職
員
雇
用
推
進
事
業
、
高

齢
者
等
介
護
職
員
就
労
支
援
事
業

委
託
元
▼
埼
玉
県
（
福
祉
部
高
齢
者
福

祉
課
）

申
込
み
・
問
合
せ
�
㈱
シ
グ
マ
ス
タ
ッ

フ
大
宮
支
店
（
受
託
事
業
者
）
�
７８２
―
５

１
７
３

環
境
保
全
の
意
識
醸
成
お
よ
び
行
動
促

進
を
図
る
た
め
、
他
の
模
範
と
な
る
優
れ

た
環
境
保
全
の
取
り
組
み
を
行
う
個
人
、

県
民
団
体
お
よ
び
事
業
者
を
埼
玉
県
知
事

が
表
彰
し
ま
す
。

応
募
資
格
▼
県
内
で
活
動
す
る
団
体
、

事
業
者
、
個
人
（
自
薦
、
他
薦
は
問
い
ま

せ
ん
）。

応
募
方
法
▼
詳
細
を
県
環
境
政
策
課
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
の
上
、
１０
月
４
日

㈮
ま
で
に
、
県
環
境
政
策
課
へ
。

問
合
せ
�
県
環
境
部
環
境
政
策
課
�
８３０

―
３
０
１
９

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥〈広告〉‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
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「
な
る
べ
く
日
光
に
当
た
ら
な
い
方

が
い
い
で
す
よ
」

診
療
中
、
繰
り
返
し
患
者
さ
ん
に
注

意
を
促
す
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
久
し
く

な
り
ま
す
。

1
9
8
0
年
代
後
半
、
二
酸
化
炭
素

は
か
い

さ
っ

の
増
加
で
オ
ゾ
ン
層
は
破
壊
さ
れ
「
殺

し
ょ
う
こ
う
せ
ん

傷
光
線
」
と
呼
ば
れ
る
太
陽
光
が
直
接

地
球
上
に
降
り
注
ぐ
こ
と
に
よ
っ
て
、

し
み
や
皮
膚
ガ
ン
の
原
因
に
な
る
と
騒

が
れ
た
時
代
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
も
Ｃ
Ｏ
2
量
は
増
え
続
け
、

環
境
汚
染
、
温
暖
化
、
異
常
気
象
の
進

行
は
火
を
見
る
よ
り
明
ら
か
で
す
。
昔
、

お
て
ん
と
う
様
の
日
差
し
は
柔
ら
か
く

肌
に
優
し
か
っ
た
の
が
最
近
は
、
つ
き

刺
す
よ
う
な
感
覚
で
ジ
リ
ジ
リ
と
焼
け
、

め
ま
い

眩
暈
が
し
そ
う
な
ほ
ど
。

紫
外
線
に
は
Ｕ
Ｖ
Ａ
と
Ｕ
Ｖ
Ｂ
が
あ

り
、
長
い
波
長
で
皮
膚
の
深
部
ま
で
到

達
す
る
Ｕ
Ｖ
Ａ
は
主
に
し
わ
や
た
る
み

を
引
き
起
こ
し
、
冬
場
で
も
そ
の
量
は

あ
ま
り
減
り
ま
せ
ん
。
Ｕ
Ｖ
Ｂ
は
短
い

ひ
ょ
う
ひ

波
長
で
皮
膚
の
表
皮
ま
で
に
と
ど
ま
り

ま
す
が
、
細
胞
の
傷
害
性
が
強
く
日
焼

け
や
し
み
、
時
に
皮
膚
ガ
ン
の
発
生
に

か
ん
ぱ
ん

大
き
く
か
か
わ
っ
て
き
ま
す
。
肝
斑

（
目
の
周
り
の
薄
い
が
、
は
っ
き
り
し

じ
ゃ
く
ら
ん
は
ん

た
し
み
）
や
雀
卵
斑
（
ソ
バ
カ
ス
）、

し
き
そ
は
ん

日
光
性
色
素
斑
（
主
に
高
齢
者
の
し
み
、

イ
ボ
）
な
ど
原
因
は
他
に
も
あ
り
ま
す

が
、
長
期
に
わ
た
っ
て
太
陽
光
を
浴
び

続
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
増
悪
す
る
こ
と

は
事
実
で
す
。
春
か
ら
夏
は
こ
れ
ら
に

影
響
を
及
ぼ
す
Ｕ
Ｖ
Ｂ
や
Ｕ
Ｖ
Ａ
が
多

く
な
る
時
期
で
、
サ
ン
ス
ク
リ
ー
ン
剤

を
用
い
て
肌
へ
の
侵
入
を
防
ぎ
、
美
白

成
分
入
り
の
ス
キ
ン
ケ
ア
用
品
で
メ
ラ

ニ
ン
生
成
を
抑
え
ま
し
ょ
う
。

ま
た
日
頃
か
ら
抗
酸
化
作
用
の
あ
る

ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
、
Ｅ
、
β
カ
ロ
テ
ン
を
積

極
的
に
摂
取
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま

す
。（
※
紫
外
線
の
悪
い
面
だ
け
書
き

つ
ら
ね
ま
し
た
が
、
骨
の
強
化
、
免
疫

か
ん
せ
ん

力
ア
ッ
プ
、
乾
癬
や
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚

炎
etc.
の
治
療
に
用
い
ら
れ
て
い
る
な
ど

人
体
に
利
点
も
あ
る
の
で
申
し
添
え
て

お
き
ま
す
。
あ
く
ま
で
浴
び
過
ぎ
な
い

よ
う
に
す
る
こ
と
と
、
神
経
質
に
な
ら

な
い
程
度
で
サ
ン
プ
ロ
テ
ク
ト
を
励
行

し
て
く
だ
さ
い
。）

【（
一
社
）桶
川
北
本
伊
奈
地
区
医
師
会
】

健康増進課
�786-1855
�786-0096

こどもの
健康診査

種 別 と き ところ 受付時間 内 容

４か月児健診 ８月９日㈮ 保健
センター １３：１５～１４：１０

診察、身体計測、育児相談、離乳食相談、絵本
コーナー
持ち物母子健康手帳・健診票

７か月児・
１０か月児相談

〈高崎線東側〉
８月６日㈫
９月３日㈫

総合福祉
センター
２階児童館

９：３０～１０：３０

保健師による身体観察、身体計測、育児相談、
栄養士による離乳食相談
※対象児は、７か月児と１０か月児です。
高崎線を挟んで、東側は総合福祉センター、
西側は保健センターで行います。
その他、電話にてご相談ください。

持ち物母子健康手帳

〈高崎線西側〉
８月５日㈪
９月９日㈪

保健
センター

１歳６か月児健診
（個別通知あり） ８月２８日㈬

総合福祉
センター
２階児童館

１３：１５～１４：１０
内科・歯科診察、歯科指導、身体計測、親子遊び、
育児・幼児食相談、発達・心理相談
持ち物母子健康手帳・問診票

３歳３か月児健診
（個別通知あり） ８月２３日㈮

保
健
セ
ン
タ
ー

１３：１５～１４：１０
内科・歯科診察、身体計測、育児・幼児食相談、
発達・心理相談
持ち物母子健康手帳・問診票

フッ素塗布
（※有料）

９月２日㈪
１０月２日㈬

１回目
１３：３０～１４：００
２回目以降
１４：００～１４：３０

１歳６か月児健診終了児、６か月ごとに塗布します。
持ち物母子健康手帳 費用１，４０４円（税込）
（※税率改正の場合、費用の変更あり。）
問合せ�口腔保健センター（北足立歯科医師会）

�048－596－0275

母子健康
相 談

種 別 と き ところ 受付時間 対象者および内容 定員

マタニティ
クラス
《要予約》

１０月１０日㈭
１４：００～１６：００

保
健
セ
ン
タ
ー

１３：４５～１４：００

妊娠１６～３２週の妊婦
プレママカフェ：お茶を飲みながら交流
会、妊娠中の栄養のとり方などの話
持ち物母子健康手帳、筆記用具

２０人

１０月２１日㈪
１３：３０～１６：００ １３：１５～１３：３０

妊娠２０～３５週の妊婦（夫も可）
出産準備クラス：妊娠経過から出産の話、
安産体操、交流会
持ち物母子健康手帳、筆記用具

１５人

パパママ体験
クラス
《要予約》

８月３日㈯
９月７日㈯
１０：００～１２：００

９：４５～１０：００

妊娠２４～３６週の妊婦と夫
（祖父母になる人歓迎）
赤ちゃんのお風呂の入れ方、育児について
持ち物母子健康手帳、筆記用具

９組

赤ちゃん
サロン

８月１日㈭
９月５日㈭
１０：００～１２：００

１０：００～１１：００

２～６か月児と保護者
ママ達の仲間づくり、交流の場としてご
利用ください。
持ち物母子健康手帳

なし

注1）母子健康相談については、実施日の1週間前までに電話で申し込みください。また、効果的に参加していただ
くため、対象となる乳児以外の小さなお子様を連れての参加はご遠慮ください。

注2）母子健康相談の対象となる乳幼児用のおむつ・調乳用のお湯などは、各自で持参してください。

おとなの
健康相談

種 別 と き ところ 受付時間 対象者および内容

お立ち寄り
健康相談

９月１０日㈫ 保健センター ９：３０～１１：００

対象成人
内容血圧測定、生活習慣病予防・バラン

スの良い食事のとり方などの相談
※気軽にお立ち寄りください！
※奇数月のみの開催になります。

※保健センターの駐車場は数に限りがありますので、ご了承ください。

「集団がん検診」追加申し込みのお知らせ
詳しくは�健康増進課�786－1855

紫
外
線
に
ご
注
意

募集人数

子宮がん
１００人程度
乳がん

１００人程度

肺がん
１００人程度
胃がん

１５０人程度
大腸がん
１５０人程度

※対象年齢は、令和２年３月３１日時点の年齢です。
※先着順のため、希望の検診日にそえない場合があります。ご了承ください。

ところ�保健センター 申込み�８月２２日㈭午前９時から、各日の定員に達し次第終了。
※代理人による申し込みも可能です。
※受診券を即日発行するため、電話・FAX・郵送・電子申請による申し込みはできません。

検診日

９月
１２日㈭・１４日㈯・
１９日㈭・２６日㈭

１１月
２１日㈭・２２日㈮・
２６日㈫・２７日㈬・
２８日㈭

対象者

２０歳以上の女性
（２年に１回）

４０歳以上の女性
（２年に１回）

４０歳以上の人

費用

８００円

８００円

３００円

５００円

８００円

３００円

内 容

視診・内診
頸部細胞診

マンモグラフィー

レントゲン撮影

喀痰検査
（問診で該当した人のみ）

レントゲン撮影
（バリウム検査）

便潜血検査（２日法）

検診名

子宮がん

乳がん

肺がん

胃がん

大腸がん
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申込み
問合せHealth Station 健康増進課（〒363－0024 鴨川1－4－1）

☎786-1855／ 786-0096
申込み
問合せHealth Station 健康増進課（〒363－0024 鴨川1－4－1）

☎786-1855／ 786-0096

� 予約

いつまでも元気で過ごせるように、健康づくり
に関する様々なことを学んでみませんか。
この講座は、健康づくりを推進するボランティ
アグループの桶川市健康づくり市民会議（以下、
市民会議）と市が協働で実施します。
講座修了者には「修了証」と「健康長寿サポー
ター応援ブック」が交付され、講座で学んだこと
を活かし、市民会議で活動することができます。
あなた自身や周りの人の健康のため、ぜひ受講し
てください！

対 象�健康づくりに関心のある市民（原則とし
て全日程出席可能な人）
※ただし、過去に同講座を受講した人は
受講できません。

定 員�３０人【先着順】
費 用�料理講座５００円（材料費）、ウォーキング

１００円（保険代）、スポーツ吹き矢代２００円
申込み�８月１日㈭午前９時から、電話または直

接、健康増進課へ。

健診機会のない
3300代代（（市市民民））をを対対象象ととししたた健健康康診診査査
生活習慣病を予防するために、今の健康状態を確認しましょう！
・昭和55年4月1日～平成2年3月31日生まれ
・勤務先などで健診機会がない３０代の市民（受診日に桶川市住民登録があること）
①９月６日㈮ ②９月１１日㈬ ③９月１９日㈭ ④９月２６日㈭
※①～④のうち、１日を選択してください。
※希望者は、子宮がん検診も同日に受診できます。
※健診中の託児もあります。

保健センター
問診、診察、計測、血圧測定、尿検査、
血液検査（血糖、血中脂質、肝機能、腎機能がわかる項目）
５００円
健診費用、国民健康保険加入者は受診案内（はがき）
４００人【申込先着順】
８月５日㈪午前９時から、電話で、健康増進課へ。

※「生保受給者証」をお持ちの人は、無料で受けられます。忘れずにお持ちください。
※健診結果は自宅へ郵送します。
※健診結果によっては、健康増進に関する事業への参加を連絡します。

ところ各日 午前９時～正午

対 象

健診日

時 間

内 容

費 用
持ち物
定 員
申込み

国民健康保険および後期高齢者医療制度に加入の皆様へ
人間ドック・脳ドック検診費を

一部補助しています
対象�①国民健康保険に加入している３０歳以上の人

②後期高齢者医療制度に加入している人
（①、②共に保険税・保険料の滞納のない人）

補助金額�人間ドック・脳ドックいずれか一方の検診費の７割
（上限２５，０００円）を年度内１回補助。

補助方法�

※検診項目や検診費用は、各医療機関で異なります。直接医療機関へ問
い合わせてください。
※指定医療機関は、市HPをご覧ください。
※後期高齢者医療制度加入者で「健康診査」を受診した人は、補助の申
請できません。

（
差
額
を
窓
口
で
支
払
）

予約した
指定医療機関

補助金受給
者証を提出

�
保険年金課

補助金
交付申請

�
指定

医療機関

予約
印鑑と保険証持参

保険年金課

持ち物：保険証 検診費の領収書
検診結果 印鑑 振込口座

検診後
補助申請

その他の
医療機関

検診

指定保養施設利用補助制度を
ご利用ください

埼玉県国民健康保険団体連合会が行っている保
養施設宿泊利用共同事業の指定を受けた保養施設
（国内の約３００か所の旅館、ホテルなど）を利用
する場合、補助制度があります。
対象�①国民健康保険に加入している人

②後期高齢者医療制度に加入している人
（①、②共に保険税・保険料の滞納のない人）

補助金額�３，０００円（※年度内１人一泊を限度）
利用方法�
・利用施設に「補助利用券」を使用する旨を伝え、
予約

・利用日前に、保険年金課で利用券を申請（保険
証、印鑑を持参）

※保養施設一覧は、市HPと保険年金課窓口で閲覧でき
ます。
※旅行会社のパック旅行などには使用できません。

利用施設

補助
利用券
を持参

�

保険年金課

利用券の
申請�

利用施設

補助利用
券を使用
します。

印鑑と
保険証持参

詳しくは�保険年金課�788－4941

健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康づづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりササササササササササササササササササササササササササササササササササササササササササササササササポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーータタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタターーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座
「～健康１番！わくわくセミナー～」

詳しくは�健康増進課�786－1855

講師・担当
市民会議会長
黒沼 景子さん

市民会議副会長
村田 浩太郎さん

市民会議
ウォーキング部会

市民会議 食部会

日本スポーツ吹矢協
会桶川支部 支部長
田中 和義さん

市民会議 事務局

会 場

保健センター
（講習室）

市内（西側７㎞）
集合場所�城山公
園管理事務所前

保健センター
（調理室）

保健センター
（講習室）

保健センター
（講習室）

内 容
開講式 オリエンテーション
「オケちゃん健康体操＆
スクエアステップで
体力アップ！」

Let’s トライ ウォーキング
～秋空の下で五・七・GO~
※小雨決行【定員３０人】

料理講座
「お手軽簡単クッキング」
～おいしく・作って・
健康づくり～

スポーツ吹矢で免疫力向上！

講座「健康長寿サポーター
養成講座」
修了式

と き

９月１７日㈫
午後１時３０分～

３時３０分

１０月３日㈭
午前８時～正午

１０月９日㈬
午前９時３０分～

午後１時

１０月３０日㈬
午後１時３０分～

３時３０分
１１月２６日㈫
午後１時３０分～

３時３０分

１

２

３

４

５

健康づくりで
地域貢献

健康１番！わくわくセミナー

落語講座「真打登場！！～春風亭柳橋の一笑健康～」
と き�１２月５日㈭午後１時４５分～３時４５分
ところ�さいたま文学館 文学ホール
対 象�市内在住の人
定 員�１００人【先着順】

※特別公開講座①・②のみの参加可【申込先着順】。
※９／１７㈫、１０／３㈭、１０／３０㈬は、運動やウォーキングに適した服装と靴で参加してください。
※いきいきポイント各回３P、皆勤は５P追加。

春風亭柳橋さんプロフィール
茨城県出身。昭和５７年七代春風亭柳橋に
入門。平成６年真打昇進。平成２０年八代
春風亭柳橋襲名。令和元年６月２７日落語
芸術協会副会長に就任。現在、寄席、講
演、テレビなどで幅広く活躍中。

①桶川市・北本市・伊奈町の指定医療機関で受ける場合

②その他の医療機関で受ける場合

特特別別公公開開講講座座①①

特特別別公公開開講講座座②②
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おけがわイベント
情報局

あ
な
た
も
で
き
る
！

「
講
座
・
イ
ベ
ン
ト
の
作
り
方
」相
談
会

プ
ロ
か
ら
学
ぶ

「
自
力
整
体
の
や
り
方
」

〜
初
心
者
編
〜

シ
リ
ー
ズ
「
郷
土
知
ろ
う
館
」

第
２
回
中
山
道
桶
川
宿
の
履
歴
書

―
古
建
築
探
訪
―

▲国登録有形文化財 小林家住宅主屋

城
山
公
園
か
ら
の
お
知
ら
せ

「
わ
ん
ぱ
く
コ
ー
ナ
ー
」

城
山
公
園
か
ら
の
お
知
ら
せ

「
初
め
て
の
魚
釣
り
体
験
」

夏
休
み
の
自
由
研
究
に
ピ
ッ
タ
リ

〜
夏
休
み
親
子
下
水
道
教
室
〜

令
和
元
年「
第
５
回
セ
カ
ン
ド
成
人
式
」

開
催
の
お
知
ら
せ

内

市
内
で
事
業
や
講
座
、
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
た
い
人
向
け
に
、
相
談
会
を
開

催
し
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
事
業
を
開
催

し
た
い
か
、
セ
ン
タ
ー
職
員
が
マ
ン
ツ

ー
マ
ン
で
相
談
に
乗
り
、
準
備
・
運
営

方
法
な
ど
を
レ
ク
チ
ャ
ー
し
ま
す
。

時

８
月
１０
日
㈯
〜
９
月
３０
日
㈪
の
間
で

相
談
希
望
日
時
を
電
話
で
伺
い
決
定
。

場

坂
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

会

議
室

対

市
内
在
住
・
在
勤
の
人

定

１０
人
【
先
着
順
】

￥

１
回
２００
円
（
資
料
代
）

持

筆
記
用
具
、
必
要
に
応
じ
て
詳
細
資

料
申

８
月
１１
日
㈰
午
前
１０
時
か
ら
、
電
話

で
、
坂
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
へ
。

問

坂
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

�
７７６
―
９
１
０
６

内

自
力
で
で
き
る
整
体
（
関
節
を
ほ
ぐ

す
動
き
や
自
力
指
圧
）
を
専
門
の
講
師

が
教
え
ま
す
。
普
段
運
動
を
し
な
い
人
、

身
体
が
か
た
い
人
に
お
す
す
め
で
す
。

時

８
月
２５
日
㈰
午
前
１０
時
３０
分
〜
１１
時

３０
分

場

坂
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

軽

体
育
室

対

市
内
在
住
・
在
勤
の
１８
歳
以
上
の
人

定

２０
人
【
多
数
抽
選
】

￥

無
料

持

バ
ス
タ
オ
ル
、
運
動
に
適
し
た
服
装

申

８
月
１０
日
㈯
午
前
１０
時
に
、
坂
田
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
受
付
へ
。

問

坂
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

�
７７６
―
９
１
０
６

内

桶
川
市
は
、
中
山
道
桶
川
宿
の
伝
統

を
今
に
伝
え
て
い
ま
す
。
桶
川
宿
以
来

の
古
建
築
や
歴
史
遺
産
を
訪
ね
、
現
代

に
い
た
る
街
の
履
歴
を
学
び
ま
す
。

時

９
月
１７
日
㈫
午
後
１
時
〜
４
時

場

中
央
図
書
館
前
集
合
（
お
け
が
わ
マ

イ
ン
３
階
）、
桶
川
公
民
館
解
散

定

３０
人
【
先
着
順
】

￥

無
料
あ
ら
ま
き
き
よ
た

講

荒
牧
澄
多
さ
ん
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
全
国

町
並
み
保
存
連
盟
常
務
理
事
）

協
力
▼
桶
川
市
ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
会
・
桶
川
市
観
光
協
会

申

９
月
１４
日
㈯
ま
で
に
、
電
話
ま
た
は

直
接
、
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

へ
（
受
付
時
間
�
午
前
１０
時
〜
午
後
５

時
※
月
曜
日
休
館
）。

問

市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

�
７８６
―
２
４
０
０

内

城
山
公
園
じ
ゃ
ぶ
じ
ゃ
ぶ
池
付
近
に

水
と
親
し
め
る
「
わ
ん
ぱ
く
コ
ー
ナ

ー
」
を
設
置
し
、
ビ
ニ
ー
ル
プ
ー
ル
・

水
鉄
砲
・
竹
馬
な
ど
、
お
子
さ
ん
が
楽

し
め
る
遊
具
の
貸
し
出
し
や
催
し
を
行

い
ま
す
。

時

８
月
１
日
㈭
〜
５
日
㈪
の
午
前
１０
時

〜
午
後
３
時
（
悪
天
候
の
場
合
は
中

止
）

主
催
▼（
公
社
）桶
川
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー

問

城
山
公
園
管
理
事
務
所
�
７８６
―
５
８

８
１

時

９
月
２１
日
㈯
午
前
８
時
３０
分
〜
１０
時

３０
分
（
悪
天
候
の
場
合
は
中
止
）

場

城
山
公
園
の
大
池

対

小
学
生
と
保
護
者

※
小
学
生
の
み
の
参
加
は
で
き
ま
せ
ん
。

定

２０
組

￥

無
料
（
釣
り
道
具
も
無
料
レ
ン
タ

ル
）

主
催
▼（
公
社
）桶
川
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー

申

８
月
８
日
㈭
か
ら
、
申
込
書
に
記
入

の
う
え
、
城
山
公
園
管
理
事
務
所
へ
。

※
申
込
書
は
、
城
山
公
園
管
理
事
務
所
に

あ
り
ま
す
。

問

城
山
公
園
管
理
事
務
所
�
７８６
―
５
８

８
１

内

・
下
水
処
理
施
設
の
見
学
（
下
水
を

き
れ
い
に
す
る
仕
組
み
に
つ
い
て
）

・
水
質
実
験
の
体
験
（
顕
微
鏡
で
微
生

物
を
観
察
し
ま
す
。）

時

８
月
２０
日
㈫
①
午
前
９
時
〜
正
午

②
午
後
１
時
３０
分
〜
４
時
３０
分

場

元
荒
川
水
循
環
セ
ン
タ
ー
（
小
針
領

家
９３９
）

対

小
学
生
と
そ
の
保
護
者

定

各
２０
組
４０
人
【
先
着
順
】

￥

無
料

申

８
月
１
日
㈭
〜
１３
日
㈫
に
、
電
話
で
、

（
公
財
）埼
玉
県
下
水
道
公
社
へ
。

問
（
公
財
）埼
玉
県
下
水
道
公
社
北
部
支

社
庶
務
担
当
�
７２８
―
２
０
１
１

子
育
て
や
仕
事
、
地
域
の
中
心
と
な
る

４０
代
が
、
地
域
活
性
化
に
つ
い
て
再
考
す

る
機
会
と
し
て
、
今
年
も
セ
カ
ン
ド
成
人

式
を
開
催
し
ま
す
。

「
セ
カ
ン
ド
成
人
式
」
と
は
、
４０
歳
と

い
う
節
目
の
年
に
「
２
回
目
の
成
人
式
を

み
ん
な
で
お
祝
い
し
、
こ
れ
か
ら
の
桶
川

市
に
つ
い
て
考
え
よ
う
」
と
い
う
、
思
い

か
ら
生
ま
れ
た
ユ
ニ
ー
ク
な
イ
ベ
ン
ト
で

す
。
旧
友
と
の
再
会
、
新
た
な
出
会
い
に

よ
る
、
地
域
人
材
交
流
の
活
性
化
。
各
地

で
活
躍
す
る
同
級
生
が
桶
川
に
集
結
し
、

一
生
の
思
い
出
を
作
り
ま
せ
ん
か
。

時

９
月
１６
日（
月
・
祝
）午
後
１
時
３０
分
〜

場

市
民
ホ
ー
ル

※
当
日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
詳
細
は
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

対

昭
和
５３
年
４
月
２

日
〜
５４
年
４
月
１
日

生
ま
れ
で
、
市
内
在

住
ま
た
は
以
前
住
ん

で
い
た
人
（
平
成
５

年
３
月
に
市
内
中
学

校
を
卒
業
し
た
人
な
ど
）。

共
催
▼（
一
社
）桶
川
青
年
会
議
所

申
・
問
（
一
社
）桶
川
青
年
会
議
所
（
商

工
会
内
）
�
７８６
―
０
９
０
３

第59回「下水道の日」
下水道は、わたしたちの生活環境を守り、快適な文

化生活を営んでいくとともに、美しい自然を取り戻す
ために必要不可欠な施設です。下水道事業に対する理
解と関心を深めていただき、その整備促進を図るため、
毎年９月１０日を「下水道の日」と定め、様々な事業を
行っています。
①「下水道の日」の集い（水循環センター見学会）を
行います

と き�９月７日㈯
【午前の部】午前１０時開始、正午終了
【午後の部】午後１時３０分開始、３時３０分終了
※開始時刻までに現地に集合してください。

ところ�元荒川水循環センター（小針領家９３９）
申込み�８月３０日㈮までに、電話（�７２８－２０１１）また

は FAX（７２８－２０１３）で、元荒川水循環セン
ターへ。

②作品コンクール（標語）を募集します
応募資格�県内に在住・在勤・在学の人
課題�県民に親しみやすい下水道を表現した作品
規格など�
⑴官製はがきまたははがき大の用紙で応募する場合
は、用紙１枚に作品１点と、必要事項を記入のう
え、９月１０日㈫《必着》までに、郵送または電子メ
ール（master@saitama-swg.or.jp）で、（公財）埼

玉県下水道公社経営企画課作品コンクール担当
（〒３３８－０８３７さいたま市桜区田島７－２－２３）へ。
⑵応募点数に制限はありません。
⑶作品を複数まとめて応募する場合、学校や団体は
様式４を、個人（家族を含む）は様式５を使用し
て、（公財）埼玉県下水道公社経営企画課作品コン
クール担当へ送ってください（様式４、５は埼玉
県下水道公社のHPからダウンロードできます。
なお、様式はなるべく電子メールで送ってくださ
い）。
⑷連名による応募はできません。
必要事項�
・作品標語
・郵便番号、住所
・氏名（フリガナ）
・年齢
・学校名、学年組
・電話番号
注意事項�
⑴作品は（公社）日本下水道協会主催の「下水道いろい
ろコンクール」へ応募します。
⑵応募作品は返却できません。
⑶作品の使用権および著作権は、主催者に帰属します。
⑷応募者全員に参加賞を贈呈します。
詳しくは�（公財）埼玉県下水道公社経営企画課

�838－8585

《記入例》

「未来都市 空と緑と 下水道」
〒○○○－○○○○
○○市○○町○－○○－○○
サイタマ タ ロウ

埼玉 太郎 ○○歳
○○学校○年○組
電話○○○－○○○－○○○○

内内容 時日時 場場所 対対象 定定員 ￥費用 持持ち物 講講師 他その他 申申込み �メールアドレス 問問合せ

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥〈広告〉‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

内内容 時日時 場場所 対対象 定定員 ￥費用 持持ち物 講講師 他その他 申申込み �メールアドレス 問問合せ
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第
３
回
桶
川
市
図
書
館
を
使
っ
た

調
べ
る
学
習
コ
ン
ク
ー
ル

パ
ソ
コ
ン
講
習

ワ
ー
ド
応
用
講
座

〜
チ
ャ
レ
ン
ジ
編
〜
参
加
者
募
集

桶
川
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

こ
の
ゆ
び
と
ま
れ

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

聖
火
リ
レ
ー

埼
玉
県
聖
火
ラ
ン
ナ
ー
募
集

川越市川越市

熊谷市熊谷市

川口市川口市

行田市行田市

秩父市秩父市

所沢市所沢市

飯能市飯能市

加須市加須市
本庄市本庄市

東松山市東松山市
春日部市春日部市

狭山市狭山市

羽生市羽生市

鴻巣市鴻巣市

深谷市深谷市

上尾市上尾市

草加市草加市

越谷市越谷市

蕨市蕨市
戸田市戸田市

入間市入間市 朝霞市朝霞市

志木市志木市

和光市和光市新座市新座市

桶川市桶川市

久喜市久喜市

北本市北本市

八潮市八潮市

富士見市富士見市
ふじみ野市ふじみ野市

三郷市三郷市

蓮田市蓮田市

坂戸市坂戸市

幸手市幸手市

鶴ヶ島市鶴ヶ島市

日高市日高市

伊奈町伊奈町

三芳町三芳町

毛呂山町毛呂山町

越生町越生町

滑川町滑川町
嵐山町嵐山町

小川町小川町

ときがわ町ときがわ町 川島町川島町

吉見町吉見町

鳩山町鳩山町

横瀬町横瀬町

皆野町皆野町

長　町長　町

小鹿野町小鹿野町

東秩父村東秩父村

美里町美里町

神川町神川町

上里町上里町

寄居町寄居町

宮代町宮代町
白岡市白岡市

杉戸町杉戸町

松伏町松伏町

吉川市吉川市さいたま市さいたま市

７月９日㈭
通過自治体

第５区間 鴻巣市・北本市
第６区間 桶川市・上尾市
第７区間 さいたま市

※ルートは変更となる場合があります。

第１区間 川越市
第２区間 鶴ヶ島市・坂戸市
第３区間 本庄市・深谷市
第４区間 嵐山町・東松山市・

滑川町

内

図
書
館
の
本
な
ど
を
使
っ
て
調
べ
た

結
果
や
、
夏
休
み
の
自
由
研
究
を
ま
と

め
た
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

調
べ
る
テ
ー
マ
▼
自
由

作
品
サ
イ
ズ
▼
小
学
生
�
Ｂ
４
以
下
、

中
学
生
�
Ａ
４
以
下

ペ
ー
ジ
数
▼
５０
ペ
ー
ジ
以
内

※
応
募
者
自
身
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
に
限

る
。

対

市
内
の
小
・
中
学
生

共
催
▼
桶
川
市
教
育
委
員
会

申

９
月
１
日
㈰
〜
２５
日
㈬
の
夏
休
み
明

け
に
、
作
品
を
、
通
学
し
て
い
る
学
校

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

他

８
月
７
日
㈬
ま
で
、
関
連
講
座
を
行

っ
て
い
ま
す
。
実
施
日
は
各
図
書
館
ま

た
は
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

・
自
由
研
究
の
進
め
方
講
座

・
夏
休
み
自
由
研
究
お
助
け
講
座

問

市
内
各
図
書
館
（
中
央
図
書
館
�
７８６

―
６
３
５
３
、
桶
川
図
書
館
�
７７１
―
０

３
０
３
、
川
田
谷
図
書
館
�
７８６
―
８
８

４
６
、坂
田
図
書
館
�
７８３
―
２
１
５
０
）

内

ワ
ー
ド
を
使
っ
て
、
チ
ラ
シ
、
連
絡

網
、
名
刺
な
ど
の
作
り
方
を
学
ん
で
み

ま
せ
ん
か
。

時

９
月
１９
日
〜
１０
月
１７
日
の
毎
週
木
曜

日
（
全
５
回
）
午
前
１０
時
〜
正
午

場

東
公
民
館

対

市
内
在
住
・
在
勤
の
１８
歳
以
上
で
、

文
字
入
力
や
マ
ウ
ス
な
ど
の
操
作
が
で

き
る
人
。

※
使
用
す
る
Ｏ
Ｓ
は
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
７
。

定

１９
人
【
多
数
抽
選
】

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
８
月
２３
日
㈮

午
前
９
時
４５
分
か
ら
、
東
公
民
館
で
公
開

抽
選
会
を
実
施
し
ま
す
。
な
お
、
受
講
通

知
は
、
９
月
６
日
㈮
ま
で
に
郵
送
し
ま
す
。

￥

３
�
２
０
０
円
（
資
料
代
な
ど
）

講

桶
川
Ｉ
Ｔ
ネ
ッ
ト

共
催
▼
桶
川
Ｉ
Ｔ
ネ
ッ
ト

申

往
復
は
が
き
（
一
人
１
通
）
に
、
講

座
名
・
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・

年
齢
・
性
別
・
電
話
番
号
と
返
信
先
の

宛
名
を
記
入
う
え
、
８
月
２１
日
㈬
《
必

着
》ま
で
に
、
生
涯
学
習
文
化
財
課（
〒

３６３
―
８
５
０
１
住
所
記
入
不
要
）
へ
。

※
重
複
応
募
、
記
入
も
れ
は
無
効
と
な

り
ま
す
。

問

生
涯
学
習
文
化
財
課

�
７８８
―
４
９
７
０

ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
・
デ
ィ
ス
ゲ
ッ
タ
ー

お
や
こ
で
あ
そ
ぼ
〜

時

９
月
２１
日
㈯
午
後
１
時
３０
分
〜
４
時

３０
分

場

サ
ン
・
ア
リ
ー
ナ
（
サ
ブ
）

対

市
内
在
住
の
小
学
生
以
上
の
親
子

（
一
般
１
人
も
大
歓
迎
）

定

２５
人

￥

大
人
３００
円
、
子
ど
も
２００
円（
用
具
代
・

保
険
代
な
ど
）

持

飲
み
物
、
タ
オ
ル
、
体
育
館
シ
ュ
ー

ズ
申

往
復
は
が
き
に
、「
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
」、

住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
・

性
別
・
電
話
番
号
・
返
信
先
の
宛
名
を

記
入
の
う
え
、
９
月
１０
日
㈫
《
必
着
》

ま
で
に
、
大
沼
忠
儀
（
〒
３６３
―
０
０
０

１
加
納
２
０
４
４
―
３
）
へ
。

「
こ
の
ゆ
び
と
ま
れ
」
と
は
、
文
部
科

学
省
が
推
奨
し
て
い
る
総
合
型
地
域
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
、
市
が
支
援
を
し
て

い
ま
す
。

問

大
沼
�
７２８
―
４
９
２
９

べ に 花 の 郷

おけがわ市民芸術文化祭２０１９は９月から１２月にかけて、「喜び！楽しみ！令和の感動！」をメインテ
ーマに開催する市民手づくりの芸術文化祭です。
このなかで、市民芸術を一体化した総合企画展として開催する第１８回総合アート展の作品を募集しま
す。日ごろの努力と創造の成果を発表してみませんか。
なお、出品する人には、会場準備や開催中の受付・後片付けなど総合アート展の開催・運営へのご協
力をお願いしています。
対 象�満１５歳以上で市内に在住・在勤・在学または市内の文化団体に所属する人
申 込 み�全部門一人１点

※一人２部門まで出品可能とする。
※出品無料、種目・規格に適合すれば原則無審査
（菊花除く）。

応募締切�９月１６日（月・祝）《必着》
※以後の応募は無効。

「
ぜ
ひ
と
も
、
県
内
を
走
り
た
い
」
と

い
う
人
、
ご
応
募
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

募
集
期
間
▼
８
月
３１
日
㈯
ま
で

応
募
要
件
▼
２
０
０
８
年（
平
成
２０
年
）

４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人（
国
籍
・

性
別
不
問
）、
現
在
ま
た
は
過
去
に
、

埼
玉
県
に
ゆ
か
り
の
あ
る
人
（
在
住
・

在
勤
・
在
学
、
活
動
実
績
、
家
族
ま
た

は
親
戚
の
居
住
な
ど
）。

募
集
定
員
▼
６５
人

応
募
方
法
▼
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
応
募

フ
ォ
ー
ム
に
、
必
須
事
項
を
入
力
し
て

く
だ
さ
い
。

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
▼

https://w
w
w
.pref.saitam

a.lg.j
p/oly‐para/events/otr‐

torchb
earer.htm

l

当
選
発
表
▼
１２
月（
予
定
）以
降
、
順
次

（
落
選
通
知
は
行
い
ま
せ
ん
）。

問

埼
玉
県
聖
火
ラ
ン
ナ
ー
募
集
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
�
８２５
―
１
１
３
０
（
平
日

午
前
９
時
〜
午
後
６
時
）

〈
聖
火
ラ
ン
ナ
ー
募
集

Ｑ
＆
Ａ
〉

Ｑ

桶
川
市
の
通
過
は
い
つ
で
す
か
？

Ａ

令
和
２
年
７
月
９
日
㈭
で
す
。

Ｑ

応
募
は
何
回
で
き
る
の
？

Ａ

聖
火
ラ
ン
ナ
ー
の
募
集
は
、
埼
玉
県

を
含
む
各
都
道
府
県
実
行
委
員
会
と
東

京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ

ー
プ
レ
ゼ
ン
テ
ィ
ン
グ
パ
ー
ト
ナ
ー

（
民
間
ス
ポ
ン
サ
ー
）
４
社
、
そ
れ
ぞ

れ
で
実
施
し
て
い
る
た
め
、
チ
ャ
ン
ス

は
５
回
で
す
（
都
道
府
県
実
行
委
員
会

へ
の
複
数
応
募
は
で
き
ま
せ
ん
）。

Ｑ

走
行
時
の
服
装
に
つ
い
て

Ａ

聖
火
ラ
ン
ナ
ー
は
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
が

支
給
さ
れ
ま
す
（
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
以
外

の
着
用
は
で
き
ま
せ
ん
）。

〈事業日程〉
搬出日

１０月２７日㈰
午後４時～４時３０分

１１月４日（月・休）
午後４時～４時３０分
①１０月２７日㈰
午後３時～３時３０分
②１１月４日（月・休）
午後３時～３時３０分

１１月１５日㈮
午後３時～４時

《注意事項》
※期間途中での作品の搬入・搬出はできません。
※作品展示方法に関しては、第１８回総合アート展実行委員会に一任されます。
※出品種別、応募要件など本事業に関する詳細については、総合アート展実行委員会にて定めています。「第１８回総合アート
展出品申込書類」を必ず確認し、申込専用はがき、または官製はがきに必要事項を記入のうえ申し込みください。
※申込書類一式は、市民ホール・自治文化課・市民活動サポートセンター・桶川公民館・東公民館・加納公民館・川田谷生涯
学習センター・中央図書館・坂田図書館に設置してあります。また、市民ホールホームページからもダウンロード（PDF
ファイル）できます。

搬入日
１０月２３日㈬
午後４時～４時３０分

１０月３１日㈭
午後４時～４時３０分
①１０月２４日㈭
午後１時３０分～４時
②１１月１日㈮
午前１１時～午後２時

１１月１日㈮
午前９時～午後４時

ところ
市民ホール
ギャラリー１

市民ホール
ギャラリー１

市民ホール
ギャラリー２

べに花
ふるさと館

と き

１０月２４日㈭～２７日㈰

１１月１日㈮～４日（月・休）

①１０月２４日㈭～２７日㈰
②１１月１日㈮～４日（月・休）

１１月３日㈰～１５日㈮

部 門
写真・文芸・
工芸

絵画・書・
立体

いけばな

菊花

べ に 花 の 郷

おけがわ市民芸術文化祭2019 第18回総合アート展
～あなたの作品を募集します～

埼玉県芸術文化祭2019
地域文化事業

【応募はがき送付先・問合せ先】
〒３６３－００２２ 若宮１－５－９
おけがわ市民芸術文化祭
実行委員会事務局（桶川市民ホール内）
☎789－1113
�info@okegawa-culpro.jp

内内容 時日時 場場所 対対象 定定員 ￥費用 持持ち物 講講師 他その他 申申込み �メールアドレス 問問合せ 内内容 時日時 場場所 対対象 定定員 ￥費用 持持ち物 講講師 他その他 申申込み �メールアドレス 問問合せ

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

健
康
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

い
っ
し
ょ
に
Ｄ
Ｏ
で
す
か

ま
ち
の
話
題

市
民
伝
言
板

2019．8 22442019．82255

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

健
康
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

い
っ
し
ょ
に
Ｄ
Ｏ
で
す
か

ま
ち
の
話
題

市
民
伝
言
板



シ
ル
バ
ー
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

大
会
参
加
者
募
集

第
１３
回
市
民
ミ
ニ
バ
レ
ー
大
会

参
加
者
募
集

桶
川
市
民
ス
ポ
ー
ツ
ウ
エ
ル
ネ
ス

吹
矢
大
会
参
加
者
募
集
！

館
休
曜
月
※

桶
川
公
民
館

初
め
て
の

簡
単
シ
ャ
ド
ー
ボ
ッ
ク
ス
講
座

〜
重
ね
て
貼
っ
て
、お
手
軽
ア
ー
ト
〜

東
公
民
館

ズ
パ
ゲ
ッ
テ
ィ
フ
リ
ン
ジ
バ
ッ
ク
講
座

〜
今
話
題
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
生
地
糸
で

フ
リ
ン
ジ
バ
ッ
ク
を
作
ろ
う
〜

加
納
公
民
館

中
国
語
講
座
〜
簡
単
な
日
常
会
話

と
現
在
中
国
を
知
る
〜

桶
川
公
民
館

地
域
史
講
座
〜
桶
川
地
域
の
古
代

か
ら
近
現
代
史
〜

内

予
定
種
目
３
種
①
室
内
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
②
デ
ィ
ス
ゲ
ッ
タ
ー
③
ス

ポ
ー
ツ
吹
矢

※
３
種
目
す
べ
て
に
参
加
と
な
り
ま
す
。

時

９
月
２２
日
㈰
午
前
９
時
〜
９
時
１５
分

受
付
、
正
午
大
会
終
了
予
定

場

サ
ン
・
ア
リ
ー
ナ

対

市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
で
、
大
会
当

日
に
６０
歳
以
上
の
人

定

８０
人
【
先
着
順
】

￥

５０
円
（
保
険
代
）

持

体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
、
汗
拭
き
タ
オ
ル
、

飲
み
物

※
用
具
な
ど
の
持
ち
込
み
不
可
。

表
彰
▼
各
種
目
の
１
位
〜
３
位

申

９
月
６
日
㈮
ま
で
に
、
参
加
費
を
持

参
の
う
え
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
受
付

時
間
は
平
日
の
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後

５
時
１５
分
）
ま
た
は
サ
ン
・
ア
リ
ー
ナ

（
受
付
時
間
は
午
前
９
時
〜
午
後
９
時

３０
分
）
へ
。

※
当
日
受
付
不
可
。

※
代
理
の
人
が
申
し
込
む
場
合
は
、
参
加

者
の
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
生
年
月
日
・

年
齢
・
住
所
・
電
話
番
号
を
確
認
し
て
お

越
し
く
だ
さ
い
。

※
９
月
１３
日
㈮
以
降
に
キ
ャ
ン
セ
ル
し
た

場
合
、
参
加
費
は
返
金
で
き
ま
せ
ん
。

問

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
�
７８８
―
４
９
７
２

時

９
月
１
日
㈰
午
前
９
時
１５
分
か
ら
受

付
、
午
前
９
時
３０
分
か
ら
開
会
式
、
午

前
１０
時
試
合
開
始
（
閉
会
式
は
全
試
合

終
了
後
）。

場

サ
ン
・
ア
リ
ー
ナ
（
メ
イ
ン
）

対

市
内
在
住
・
在
勤
の
人
（
市
内
で
活

動
し
て
い
る
他
市
町
村
の
チ
ー
ム
は

可
）

部
門
▼
①
一
般
男
子
の
部
（
女
子
と
の

混
合
チ
ー
ム
は
可
）

②
一
般
女
子
の
部
（
男
子
と
の
混
合
チ

ー
ム
は
不
可
）

③
シ
ニ
ア
女
子
の
部
（
５０
歳
以
上
）

※
組
み
合
わ
せ
は
当
日
抽
選
を
行
い
、
各

部
門
と
も
１
チ
ー
ム
６
人
ま
で
登
録
可
。

表
彰
▼
各
部
門
１
位
〜
３
位
に
賞
状
お

よ
び
賞
品
を
授
与
し
ま
す
。
ま
た
、
参

加
者
全
員
に
参
加
賞
が
あ
り
ま
す
。

￥

１
チ
ー
ム
（
４
人
）
２
�
０
０
０
円

（
保
険
代
な
ど
）

※
１
人
増
す
ご
と
に
プ
ラ
ス
５００
円
。

持

体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
、
汗
拭
き
タ
オ
ル
、

飲
み
物

申

８
月
１９
日
㈪
ま
で
に
、
参
加
費
を
持

参
の
う
え
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
受
付

時
間
は
平
日
の
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後

５
時
１５
分
）、
ま
た
は
サ
ン
・
ア
リ
ー

ナ
（
受
付
時
間
は
午
前
９
時
〜
午
後
９

時
３０
分
）
へ
。

※
当
日
受
付
不
可
。

※
代
理
の
人
が
申
し
込
む
場
合
は
、
参
加

者
の
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
生
年
月
日
・

年
齢
・
住
所
・
電
話
番
号
を
確
認
し
て
お

越
し
く
だ
さ
い
。

※
８
月
２４
日
㈯
以
降
に
キ
ャ
ン
セ
ル
し
た

場
合
、
参
加
費
は
返
金
で
き
ま
せ
ん
。

問

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
�
７８８
―
４
９
７
２

時

１０
月
１９
日
㈯
午
後
０
時
３０
分
〜
５
時

終
了
予
定
（
正
午
〜
０
時
３０
分
受
付
）

場

サ
ン
・
ア
リ
ー
ナ

対

市
内
在
住
お
よ
び
近
隣
の
小
学
生

（
ジ
ュ
ニ
ア
）・
初
心
者
（
一
般
）・
経

験
者
（
選
抜
）

定

１００
人
【
先
着
順
】

￥

５００
円
（
マ
ウ
ス
ピ
ー
ス
・
保
険
代
・

賞
品
な
ど
）
※
事
前
集
金
。

持

体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
、
汗
拭
き
タ
オ
ル
、

飲
み
物

表
彰
▼
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
・
一
般
の
部
・

選
抜
の
部
の
各
１
位
〜
３
位

主
催
▼
桶
川
市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協

会主
管
▼
桶
川
市
民
ス
ポ
ー
ツ
ウ
エ
ル
ネ

ス
吹
矢
大
会
実
行
委
員
会

申

８
月
１０
日
㈯
〜
９
月
２０
日
㈮
に
、
電

話
で
、
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・

性
別
・
連
絡
先
・
対
象
区
分
を
、
地
区

別
の
申
込
み
先
へ
。
※
当
日
受
付
不
可
。

ま
つ
か
わ
よ
し
か
ず

桶
川
地
区
↓
松
川
義
一
�
７７４
―
６
７
４

５

た
か
や
ま
こ
う
じ

加
納
地
区
↓
高
山
光
司
�
７２８
―
１
１
５

３

つ
く
ね
し
ん
じ

川
田
谷
地
区
↓
築
根
伸
二
�
７８７
―
０
５

２
４まる
や
ま
ひ
ろ
ぞ
う

問

丸
山
博
三
�
７８６
―
２
２
１
０
（
桶
川

市
ス
ポ
ー
ツ
ウ
エ
ル
ネ
ス
吹
矢
連
盟
）

ま
た
は
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
�
７８８
―
４
９

７
２

内

同
じ
絵
を
重
ね
貼
り
し
て
、
立
体
感

の
あ
る
シ
ャ
ド
ー
ボ
ッ
ク
ス
を
作
り
ま

す
。

時

９
月
５
日
・
１９
日
、
１０
月
３
日
・
１７

日
（
木
曜
日
・
全
４
回
）
午
前
１０
時
〜

正
午

対

市
内
在
住
・
在
勤
の
人

定

１０
人

￥

２
�
５
０
０
円
（
４
回
分
材
料
費
）

持

１０
㎝
四
方
の
端
切
れ
布（
１０
枚
程
度
）、

竹
串
（
２
〜
３
本
）、
先
の
細
い
ピ
ン

セ
ッ
ト
、
敷
物
（
ゴ
ミ
袋
な
ど
）、
木

工
用
ボ
ン
ド
た
か
こ

講

細
田
貴
子
さ
ん

申

８
月
７
日
㈬
午
前
９
時
３０
分
か
ら
、

電
話
で
、
桶
川
公
民
館
へ
。

問

桶
川
公
民
館
�
７７２
―
３
８
８
８

時

９
月
１７
日
・
２４
日
、
１０
月
１
日（
火
曜

日
・
全
３
回
）
午
前
９
時
３０
分
〜
正
午

対

市
内
在
住
・
在
勤
の
人

定

１２
人
【
先
着
順
】

￥

２
�
０
０
０
円
（
糸
・
カ
ギ
針
代
含

む
）

持

筆
記
用
具

講

中
村
美
穂
さ
ん

申

８
月
７
日
㈬
午
前
９
時
３０
分
か
ら
、

電
話
で
、
東
公
民
館
へ
。

問

東
公
民
館
�
７２８
―
７
６
２
２

内

お
隣
の
国
、
中
国
の
簡
単
な
会
話
の

習
得
や
文
化
、
習
慣
を
学
ぶ
。

時

９
月
１１
日
・
２５
日
、
１０
月
９
日
・
２３

日
、
１１
月
６
日
（
水
曜
日
・
全
５
回
）

午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
３０
分

対

市
内
在
住
・
在
勤
の
人

定

１５
人
【
先
着
順
】

￥

１
�
５
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
・
資

料
代
）

持

筆
記
用
具
、
飲
み
物

え
ん
え
い
こ
う

講

閻
永
紅
さ
ん

申

８
月
７
日
㈬
午
前
９
時
３０
分
〜
２８
日

㈬
正
午
ま
で
に
、
電
話
で
、
加
納
公
民

館
へ
。

問

加
納
公
民
館
�
７２８
―
１
０
４
０

内

地
域
の
歴
史
を
古
代
か
ら
オ
ム
ニ
バ

ス
形
式
で
学
び
ま
す
。

第
1
講
�
古
代
の
製
鉄
を
探
る

い
た
び

第
2
講
�
板
碑
か
ら
見
た
中
世

と
お
や
ま
き
ん

第
3
・
5
講
�
遠
山
金
さ
ん
の
台
所
事

情
他

ふ
で
こ
づ
か

第
4
・
6
講
�
筆
子
塚
―
地
域
の
教
育

史
他
―

時

９
月
２７
日
、
１０
月
４
日
・
１１
日
・
１８

日
・
２５
日
、
１１
月
１
日
（
金
曜
日
・
全

６
回
）
午
後
７
時
〜
９
時

対

市
内
在
住
・
在
勤
の
人

定

２０
人
【
先
着
順
】

￥

５００
円
（
資
料
代
）

持

筆
記
用
具
、
飲
み
物
く

に

お

講

第
1
講
�
大
澤
久
二
男
さ
ん

い
そ
の
は
る
じ

第
2
講
�
磯
野
治
司
さ
ん
て
い
じ

第
3
・
5
講
�
野
本
禎
二
さ
ん（
博
士
・

東
北
大
学
東
北
ア
ジ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー

助
教
授
）

第
4
・
6
講
�
工
藤
航
平
さ
ん（
博
士
・

学
習
院
女
子
大
学
講
師
）

申

８
月
１５
日
㈭
午
前
９
時
３０
分
か
ら
、

電
話
で
、
桶
川
公
民
館
へ
。

問

桶
川
公
民
館
�
７７２
―
３
８
８
８

市内に住んで
いる６０歳以上
の仲間たちが
「明るく、楽

しく、元気に、健康で」働
いています。

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥〈広告〉‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

会会員員募募集集～～入入会会説説明明会会ののおお知知ららせせ～～

℡048‐777‐1920公益社団法人桶川市シルバー人材センター

開催場所

桶川市シルバー
人材センター
会議室

（北１－１２－１０）

開催日時
８月２０日㈫
午前９時～
９月１８日㈬
午前９時～
１０月１６日㈬
午前９時～

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥〈広告〉‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

内内容 時日時 場場所 対対象 定定員 ￥費用 持持ち物 講講師 他その他 申申込み �メールアドレス 問問合せ 内内容 時日時 場場所 対対象 定定員 ￥費用 持持ち物 講講師 他その他 申申込み �メールアドレス 問問合せ

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

健
康
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

い
っ
し
ょ
に
Ｄ
Ｏ
で
す
か

ま
ち
の
話
題

市
民
伝
言
板

2019．8 22662019．82277

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

健
康
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

い
っ
し
ょ
に
Ｄ
Ｏ
で
す
か

ま
ち
の
話
題

市
民
伝
言
板



各施設からのお知らせ

☆子育て講座☆２歳集まれ!
プール遊びを楽しもう

内 容�ビニールプールに入ったり、おもちゃ
を使って水遊びを楽しみます。

と き�８月３０日㈮午前１０時３０分～１１時３０分
※雨天中止

ところ�駅前子育て支援センター
対 象�市内在住の２歳の親子（初めての人）
定 員�８組【申込順】 費 用�無料
持ち物�着替え、タオル、飲み物、帽子、水遊

びができるオムツまたは水着
※保護者も動きやすい服装で参加してください。
申込み�８月１６日㈮午前１０時から、電話または

直接、駅前子育て支援センターへ。
詳しくは�駅前子育て支援センター

�774－9979

☆子育て講座☆１歳集まれ!
プール遊びを楽しもう

内 容�ビニールプールに入ったり、おもちゃ
を使って水遊びを楽しみます。

と き�８月２０日㈫午前１０時３０分～１１時３０分
※雨天中止

ところ�駅前子育て支援センター
対 象�市内在住の１歳の親子（初めての人）
定 員�８組【申込順】 費 用�無料
持ち物�着替え、タオル、飲み物、帽子、水遊

びができるオムツまたは水着
※保護者も動きやすい服装で参加してください。
申込み�８月６日㈫午前１０時から、電話または

直接、駅前子育て支援センターへ。
詳しくは�駅前子育て支援センター

�774－9979

おはなしの部屋（ビデオ上映会）
内 容�デジタル絵本「にじいろのさかな」「１４ひきの

せんたく」
と き�８月１０日㈯

午前１０時３０分～１１時３０分（３０分前受付）
ところ�講座室２
対 象�幼児、小学生（保護者も可）
定 員�４０人
費 用�無料
申込み�不要
…………………………………………………………………

令和元年度 埼玉文学講座
内 容�中島敦 生誕１１０周年記念連続講演会―中島敦

と世界文学―
と き�９月５日・１２日・２６日（木曜日）午後２時～３

時３０分（３０分前開場）
ところ�文学ホール
対 象�県内在住・在勤・在学または文学者に興味関心

のある人
定 員�２００人
費 用�無料

もろさかしげとし

講 師�諸坂成利さん（日本大学法学部教授）
申込み�往復はがき（一人１枚）に、講座名・住所・氏

名・年齢・電話番号を記入のうえ、８月２３日㈮
《消印有効》までに、さいたま文学館「埼玉文
学講座」係へ。

子育て講座☆はっぴい広場☆
～牛乳パックを使って、親子でかわいいおにぎり椅子を作ってみませんか？～
内 容�牛乳パック椅子の制作、歌、手遊び、情

報交換など。
と き�８月２８日㈬午前１０時３０分～１１時３０分
ところ�日出谷子育て支援センター
対 象�市内在住の未就学児と保護者

定 員�１０組【申込順】 費 用�無料
申込み�８月５日㈪午前１０時から、電話または直

接、日出谷子育て支援センターへ。
詳しくは�日出谷子育て支援センター

�789－2581

県都市競艇組合の補助金を活用し、１日４往復運行
している成田空港連絡バスのうちの１台（１往復）に、
鴻巣市をPRするラッピングを施しました。
成田空港連
絡バスは、熊
谷市から鴻巣
市および久喜
市を経て成田
空港まで乗り換えなしで運行しており、大きな荷物が
あっても負担なく、快適に空港へアクセスできますの
で、ぜひご利用ください。時刻表・運賃等の詳細は、
問い合わせてください。
詳しくは�ラッピング広告に関すること＝鴻巣市総
合政策課�048－541－1321、時刻表・運賃などに
関すること＝国際十王交通㈱�048－541－3591

ご当地カレーグランプリで優勝し
た「北本トマトカレー」が山崎製パ
ンに続き、今回は敷
島製パン（パスコ）
とコラボレーショ
ン！８月から１か月
間限定で、「北本ト
マトカレーパン」を
発売します。トマト
風味の柔らかなパンの中にマイルドなトマトカレーフ
ィリングが包まれた一品。関東・甲信越のスーパー等
で販売します！
詳しくは�北本市観光協会�048－591－1473

http : //www.machikan.com/

県
民
活
動
総
合
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ

ア
ン
デ
ィ
先
生
の
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー

＆
マ
ジ
ッ
ク
教
室

時

８
月
１７
日
㈯
午
前
１０
時
開
場
、
午

前
１０
時
３０
分
開
演

定

３５０
人
【
先
着
順
】

￥
《
前
売
券
》大
人（
高
校
生
以
上
）

１
�
０
０
０
円
、
子
ど
も
（
中
学
生

以
下
）
６００
円
《
当
日
券
》
大
人
１
�

１
０
０
円
、
子
ど
も
７００
円

※
２
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
は
、
座
席
を

必
要
と
し
な
い
場
合
は
無
料
。（
８
月

２４
日
㈯
開
催
の
、
け
ん
か
つ
夏
ま
つ
り

縁
日
無
料
券
（
１
回
の
み
）
と
、
ブ
ル

ワ
リ
ー
フ
ェ
ス
タ
で
使
え
る
ソ
フ
ト
ド

リ
ン
ク
引
換
券
付
き
（
縁
日
無
料
券
は

子
ど
も
の
み
）。

申
・
問

電
話
（
�
728
―
7
1
1
3
）、

来
館
ま
た
は
Ｈ
Ｐ
で

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥〈広告〉‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

内 容
ハンドメイドのクリエーターが大
集合！あなたのお気に入りのもの
がきっと見つかるはず！
ふるさと館では旧暦に従い８／１～
７まで七夕飾りを行います。市内の
幼稚園から集めた短冊も飾ります。
べに花ふるさと館を題材に新聞づ
くりを行う講座です。夏休みの自
由研究を１日で済ませちゃおう！
対象�小学校４～６年生
定員�１２人【先着順】費用�５００円
※昼食付き 申込み�要事前申込み
懐かしい童謡・唱歌・叙情歌を一
緒に歌いましょう。
費用�１，０００円（ドリンク付）
申込み�当日母屋の２階に受付を
出しますので直接お越しください。
主催�嶋村益代（NHK文化セン
ター童謡講座講師）
太鼓の音に合わせ、みんなで輪になって踊
りませんか？やきそばやヨーヨー釣りなど
の屋台が多数出店！盆踊りの締めくくりに
はビンゴ大会や花火を実施します。
対象�一般 費用�無料 募集人
数�２０人 持ち物�浴衣一式、足
袋、草履 申込み�電話で、べに
花ふるさと館へ。
愛情を込めて育てた自慢のスイカ
が大集合！重量当てクイズのほか
スイカの試食販売もいたします。
主催�桶川ジャンボスイカ愛好会

《開講講座》 染物教室・陶芸教室・そば打ち教室・うどん打
ち教室・木工細工教室・書道教室については電話で問い合わ
せてください。
《お知らせ》 ９月１０日㈫に厨房工事を行うため、母屋（食事処）、「見
る味る講座」を臨時休業します。

と き
偶数月
第１日曜日
１０時～１５時

８月１日㈭～
７日㈬

８月７日㈬
９時３０分～
１６時

８月１０日㈯
１４時開演

８月１７日㈯
１６時～
２０時３０分

８月１７日㈯
１５時３０分～１７時
※盆踊り大会に
合わせて開催

８月１７日㈯～
１８日㈰
１０時～１５時

イベント

おけがわ手づくり
マーケット

年中行事
「七夕飾り」

夏休み宿題応援
プログラム
桶川ちびっこ記者クラブ
「べに花新聞を
つくろう」

歌声喫茶
（ふるさと館共催）

第１０回盆踊り

浴衣の着付け教室

ジャンボスイカ
コンテスト
（ふるさと館共催）

さいたま文学館�789－1515べに花ふるさと館�729－1611

鴻巣市 Konosu City 北本市 Kitamoto City

NEWS 鴻巣市を PRする
ラッピングバスが運行しています

NEWS「北本トマトカレー」のパン第２弾！
パスコ埼玉工場１０周年記念
「北本トマトカレーパン」販売開始！

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

健
康
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

い
っ
し
ょ
に
Ｄ
Ｏ
で
す
か

ま
ち
の
話
題

市
民
伝
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ふれあい講演会～自分らしく生きる～
in 桶川中学校

「第４回 桶川市 8020 よい歯のコンクール」が開催されました

第２０回　桶川文化フェスティバル

第 24 回 べに花まつり

　北足立歯科医師会と共催の「8020よい歯のコンクール」に、８０歳～９０歳の３０人が参加しました。皆さん、
笑顔が素敵で、お元気でした。� （６月３０日　保健センター）

　この催しは、１９団体が加盟する桶川市文化団体連
合会主催によるもので、文化芸術の振興、市民交流
を目的に開催されています。
　会場では、実演の披露のほか体験コーナーなどが

設けられ、盛
り上がりをみせ
ました。
（７月６日・７日
市民ホール）

　元プロ車いすバスケットボール選手で、平昌パラ五輪・
パラアイスホッケー日本代表の堀

ほり え

江 航
わたる

さんを講師に迎え
「ふれあい講演会」を開催しました。講演の中で堀江さん
は「自分の人生は自分で決める。自分で
決めたことは、絶対にあきらめてはいけ
ない」と生徒たちに熱く語りました。
　チャレンジ精神旺盛な堀江さん。２０２０
東京パラ五輪では、パラカヌー日本代表
を目指すとのことです。
� （６月２７日　桶川中学校 ）

　農業センター周辺をメイン会場に「べに花まつり」が開催されました。初日はあいにくの天気でしたが、翌日
は晴天に恵まれ、多くの来場者で賑わいをみせました。� （６月１５日・１６日）

▲べに花写真コンテスト表彰式

▲ステージイベント

▲べに花畑

▲おけがわ雪山大作戦
▲ワンちゃん譲渡会

▲トイ・ドローン体験 ▲べに花染め体験

▲高所作業車乗車体験 ▲べに花畑で結婚式

▲物産市

▶�オリンピックメ
ダリスト講演会
（藤丸真世さん）

▶ガーデニ
ング教室

＜男子の部＞
優　勝 手塚　只彦 打数 67打　Ｈ3（城山クラブ）
準優勝 蔵本　　浩 打数 68打　Ｈ3（中央クラブ）
３　位 熊谷　正男 打数 72打　Ｈ2（日出谷GGC）

＜女子の部＞
優　勝 福田ユリ子 打数 71打　Ｈ3（中央クラブ）
準優勝 松崎　公代 打数 77打　Ｈ1（城山クラブ）
３　位 西野千恵子 打数 78打　Ｈ3（友和会）

※ H はホールインワンの数です。

第９回　べに花杯グラウンド・ゴルフ親睦大会　結果
とき▶６月６日㈭　ところ▶城山公園　多目的広場
参加人数▶１５９人（男子 85 人　女子 74 人）

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥〈広告〉‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

【Ｋ：】Ｓｅｒｖｅｒ／広報／桶川市様　広報おけがわ／＃812129　19年8月号／広告ＰＤＦ 2019年 7月16日18時18分45秒（Page36）

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥〈広告〉‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

【Ｋ：】Ｓｅｒｖｅｒ／広報／桶川市様　広報おけがわ／＃812129　19年8月号／広告ＰＤＦ 2019年 7月16日18時18分45秒（Page36）
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10月生まれ  の子どもの写真（3 歳まで）を募集します。応募は写真（顔全体がはっきりと
写っているもの、裏面にお子さんの名前）と、別紙に①お子さんの名前（ふりがな）②生年
月日③保護者名④住所⑤電話番号⑥簡単なメッセージ（50 字程度）を明記し、【郵送】【直接】
または【E メール】でお送りください。（8 月 15 日㈭消印有効）※応募者多数の場合は抽選
となります。※過去に掲載されたお子さんのご応募は、ご遠慮ください。

粒
と
漉
好
み
に
分
け
る
柏
餅�
坂
田
西　
　

山
口　

宏
子

母
の
日
の
子
の
な
き
娘
よ
り
贈
り
物�

朝
日　
　
　

金
子　

惠
子

新
盆
と
い
う
に
手
つ
か
ず
父
の
部
屋�

鴨
川　
　
　

上
松　

文
雄

短
夜
や
解
け
ぬ
絵
文
字
の
メ
ー
ル
来
る�

東　
　
　
　

豊
田　

鈴
子

子
の
背
よ
り
つ
き
出
る
楽
器
風
薫
る�

下
日
出
谷　

山
下　

恭
子

病
棟
の
片
陰
え
ら
び
車
椅
子�

加
納　
　
　

荻
原　

義
久

こ
も
れ
日
や
鬼
百
合
一
ひ
ら
残
り
け
り�

泉　
　
　
　

小
柏　

キ
ヨ

翡か
わ
せ
み翠

を
み
つ
け
て
涼
し
江
川
縁べ

り�

川
田
谷　
　

杉
﨑　

匡
子

紫
陽
花
の
色
染
め
な
お
す
今
朝
の
雨�

泉　
　
　
　

柴
田　

靖
子

青
春
の
甦
り
く
る
青
嵐�

西　
　
　
　

清
水　

幸
子

美
容
院
出
か
け
た
妻
に
帰
宅
後
の
誉
め
る
言
葉
を
模
索
し
て
を
り

�

坂
田　
　
　

小
林　

茂
之

犬
連
れ
し
少
女
が
野
道
走
り
過
ぐ
あ
と
に
飛
び
た
つ
タ
ン
ポ
ポ
の
絮

�

東　
　
　
　

田
中
美
智
子

あ
く
の
湯
に
冴
え
る
わ
ら
び
の
青
緑
佐
保
姫
の
恵
み
ふ
る
さ
と
偲
ぶ

�

泉　
　
　
　

外
山　

ナ
ミ

戦
時
下
に
土
に
埋
め
た
る
小
火
鉢
の
掘
り
だ
し
み
ど
り
の
水
草
育
て
る　

�

泉　
　
　
　

小
柏　

キ
ヨ

若
き
日
の
思
い
出
ふ
か
く
歩
き
な
ん
竜
飛
﨑
の
風
は
変
ら
ず

�

川
田
谷　
　

杉
﨑　
　

匡

中
一の
孫
は
最
近
「
オ
レ
」
と
言
う
ま
だ
ま
だ
慣
れ
ぬ
発
音
お
か
し

�

西　
　
　
　

岸　
　

仲
夫

し
の
ば
ず
の
蓮
葉
は
つ
づ
き
群
れ
合
ふ
に
風
そ
よ
ぎ
き
つ
お
も
て
裏
見
す

�

泉　
　
　
　

今
西　

佳
子

✿�

①
作
品（
俳
句
は
１
人
３
句
、短
歌
は
１
人
２
首
ま
で
／
ふ
り
が
な
を
付
け
、必
ず
楷
書
で
記
入
）

②
住
所 

③
氏
名（
ふ
り
が
な
） 

④
電
話
番
号 

を
記
入
の
う
え【
郵
送
】【
直
接
】ま
た
は【
E
メ
ー

ル
】
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

✿�

発　
表
…
毎
月
の
選
考
に
よ
り
、
上
位
、
俳
句
10
句
、
短
歌
７
首
を
応
募
順
に
掲
載

✿�

締
切
り
…
８
月
15
日
㈭
消
印
有
効
（
今
回
の
応
募
は
、
10
月
号
の
掲
載
と
な
り
ま
す
。）

応募要領

（
選
句
協
力
…
桶
川
市
俳
句
連
盟
）�

（
敬
称
略
）　

俳
　
句

短
　
歌

　

市
内
で
元
気
に
が
ん
ば
る
商
店
や
会
社

な
ど
の
活
動
を
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
形
式
で
紹

介
し
ま
す
。
今
回
は
、
プ
ラ
ス
テ
ッ
ク
事

業
や
食
品
添
加
物
の
開
発
・
輸
出
な
ど

を
手
掛
け
る
株
式
会
社
サ
ム
ラ
イ
ト
レ
ー

デ
ィ
ン
グ
の
櫻
井
裕
也
さ
ん
に
お
話
を
伺

い
ま
し
た
。

■
企
業
概
要

　
サ
ム
ラ
イ
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
は
主
に
、「
プ

ラ
シ
ェ
ル
」
を
開
発
す
る
た
め
、
平
成
29

年
に
立
ち
上
げ
た
会
社
で
す
。

　
「
プ
ラ
シ
ェ
ル
」
は
、
第
８
回
渋
沢
栄一

ビ
ジ
ネ
ス
大
賞
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
ス
ピ
リ
ッ
ト

部
門
で
奨
励
賞
の
ほ
か
、（一財
）
品
川
ビ

ジ
ネ
ス
ク
ラ
ブ
主
催
の
第
９
回
ビ
ジ
ネ
ス

創
造
コ
ン
テ
ス
ト
で
奨
励
賞
を
受
賞
し
て

い
ま
す
。

■
プ
ラ
シ
ェ
ル
の
開
発
経
緯

　

大
手
外
食
チ
ェ
ー
ン
店
向
け
の
デ
ザ
ー

第
17
回　
サ
ム
ラ
イ 

ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ

ラ
ス
テ
ッ
ク
と
同
程
度
の
価
格
で
製
造
・

販
売
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　

す
で
に
「
プ
ラ
シ
ェ
ル
」
製
品
は
、
皆

さ
ん
の
身
近
に
あ
っ
て
、
外
食
チ
ェ
ー
ン
店

の
ト
レ
イ
や
箸
、
大
手
保
険
会
社
の
ノ
ベ

ル
テ
ィ
グ
ッ
ズ
な
ど
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

■
エ
コ
玉
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

プ
ラ
の
環
境
汚
染
問
題
に
つ
い
て
、
出

遅
れ
て
い
る
日
本
の
現
状
を
変
え
よ
う
と
、

私
た
ち
が
舵
取
り
役
を
担
い
、「
エ
コ
玉
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
題
し
た
取
り
組
み
を
始

め
ま
し
た
。

　
こ
の
取
り
組
み
は
、
バ
イ
オ
マ
ス
プ
ラ
の

普
及
促
進
を
目
的
に
、
６
月
か
ら
ス
タ
ー

ト
。
す
で
に
39
社
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
参
加
企
業
か
ら
協
賛
金
を
募

り
、
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
の
植
林
、
ユ
ニ
セ
フ
、

国
境
な
き
医
師
団
な
ど
に
活
動
資
金
を
寄

贈
す
る
社
会
貢
献
活
動
も
展
開
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
今
後
の
展
開

　

安
価
で
安
定
供
給
で
き
る
「
プ
ラ
シ
ェ

ル
」
を
普
及
さ
せ
る
と
共
に
、
生
分
解
性

プ
ラ
ス
テ
ッ
ク
（
※
２
）
の
商
品
開
発
・

実
用
化
も
視
野
に
入
れ
て
い
ま
す
。

　
す
で
に
、
海
外
か
ら
生
分
解
性
プ
ラ
の

原
料
を
仕
入
れ
ら
れ
る
環
境
が
整
っ
た
の

で
、
ど
の
企
業
と
組
む
か
検
討
中
で
す
。

大
手
コ
ン
ビ
ニ
の
Ｓ
や
Ｆ
の
人
気
商
品
に
当

社
の
製
品
が
使
わ
れ
る
日
が
く
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
（
笑
）

■
企
業
理
念

　

企
業
理
念
は
、
書
き
出
し
た
ら
き
り
が

な
い
の
で
、
掲
げ
て
い
ま
せ
ん
。

　

大
原
則
と
し
て
、
み
ん
な
が
喜
ぶ

w
in-w

in

の
関
係
で
ビ
ジ
ネ
ス
し
な
い
と

ダ
メ
で
す
ね
。

■
活
動
の
源
泉

　

私
の
根
底
に
あ
る
も
の
は
、
父
が
よ
く

歌
っ
て
い
た
森
進
一の
「
お
ふ
く
ろ
さ
ん
」

の一
節
、“
お
ま
え
も
い
つ
か
は
世
の
中
の

傘
に
な
れ
よ
と
教
え
て
く
れ
た
～
”
で
す
ね

（
笑
）。
ま
た
、「
与
え
よ
」「
与
え
よ
」「
与

え
よ
」
と
い
う
言
葉
も
好
き
で
す
。

　
や
り
た
い
こ
と
が
頭
の
中
に
溢
れ
て
い
る

の
で
、
こ
れ
か
ら
も
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
、

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

問
合
せ

サ
ム
ラ
イ
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ

☎
789
ー
０
８
０
８

ト
の
商
品
開
発
に
携
わ
っ
て
い
た
と
き
、

産
業
廃
棄
物
と
し
て
大
量
に
出
る
「
卵
の

殻
」
に
つ
い
て
、
課
題
と
し
て
考
え
て
い

ま
し
た
。

　
ま
た
、海
外
視
察
の
際
に
「
プ
ラ
ス
テ
ッ

ク
容
器
」
が
使
わ
れ
て
い
な
い
状
況
に
気

付
き
、
海
外
で
は
、
プ
ラ
ス
テ
ッ
ク
の
環

境
汚
染
問
題
に
つ
い
て
国
を
挙
げ
て
取
り

組
ん
で
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

　
今
後
、
プ
ラ
の
環
境
汚
染
問
題
は
日
本

に
も
波
及
し
て
く
る
と
確
信
し
、
商
品
開

発
を
進
め
、
実
用
化
に
至
り
ま
し
た
。

　

今
年
に
な
っ
て
、
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
テ
ッ

ク
の
海
洋
汚
染
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
、

よ
う
や
く
日
本
で
も
問
題
提
起
さ
れ
ま
し

た
ね
。

■
プ
ラ
シ
ェ
ル
に
つ
い
て

　

開
発
し
た
「
プ
ラ
シ
ェ
ル
」
は
、
産
業

廃
棄
物
と
な
る
卵
の
殻
を
60
％
以
上
配
合

し
た
バ
イ
オ
マ
ス
プ
ラ
ス
テ
ッ
ク
（
※
１
）

で
す
。「
プ
ラ
シ
ェ
ル
」
は
、
通
常
の
プ
ラ

ス
テ
ッ
ク
の
加
工
と
同
じ
設
備
で
作
る
こ

と
が
で
き
る
た
め
、
新
た
な
設
備
投
資
の

必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
通
常
の
プ

櫻井裕也　代表取締役

▲プラシェル製品「メールボックス」

▲プラシェル製品「トレイ」

8月生まれ
だよ！

寺尾 碧
あ お か

夏ちゃん〈加納〉
１歳のお誕生日おめでとう！笑顔
が素敵な碧ちゃん♡これからも
いっぱい遊んで大きく育ってね♪

加藤 俊
しゅんすけ

丞ちゃん〈坂田東〉
１歳のお誕生日おめでとう！しゅ
んちゃんの笑顔にいつも癒され
てるよ♡元気にすくすく育って
いってね！

山本 波
は る

留ちゃん〈神明〉
もう１歳だね！はるのペースで大
きくなっていこうね♪可愛い笑い
声にパパママ癒されてるよ♡

「はっぴいばーすでい」
「おけがわ文芸」

のあて先

〒 363-8501 桶川市役所秘書広報課「はっぴいばーすでい」
　　　　　　 または「おけがわ文芸」コーナー
Eメール hisho@city.okegawa.lg.jp

こちらからも
投稿できます▶

（
※
１
）
バ
イ
オ
マ
ス
プ
ラ
ス
テ
ッ
ク
と
は
、
生

物
由
来
の
資
源
を
原
料
と
し
、
環
境
に
配
慮
し

た
プ
ラ
ス
テ
ッ
ク
の
こ
と

（
※
２
）
生
分
解
性
プ
ラ
ス
テ
ッ
ク
と
は
、
微
生

物
な
ど
に
よ
り
分
解
さ
れ
、
自
然
に
帰
る
プ
ラ

ス
テ
ッ
ク
の
こ
と
。
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開
催
し
ま
す

■
ベ
ニ
バ
ナ
相
談
会
「
行
政
書
士
に
よ
る
」

８
月
４
日
㈰
12
時
～
16
時
／
ベ
ニ
バ
ナ

ウ
ォ
ー
ク
１
階
桶
川
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
／
無
料
／
気
楽
に
来
て
下
さ

い
。
相
続
等
／
曾あ

い
だ田

☎
786
―
１
４
１
２

■
親
子
絵
手
紙
教
室
『
藤
の
会
』

８
月
６
日
㈫
10
時
～
15
時
※
時
間
内
に
直

接
お
越
し
下
さ
い
／
地
域
福
祉
活
動
セ
ン

タ
ー
／
無
料
／
親
子
で
夏
休
み
の
１
日
を

楽
し
く
絵
手
紙
を
描
い
て
誰
か
に
届
け
ま

せ
ん
か
／
山や

ま
こ
し越

☎
786
―
８
５
０
７

■
ヒ
ロ
シ
マ
市
民
の
描
い
た
原
爆
絵
画
展

『
原
爆
絵
画
展
実
行
委
員
会
』

８
月
９
日
㈮
～
10
日
㈯
９
時
～
18
時
※

10
日
は
16
時
ま
で
／
市
民
ホ
ー
ル
ギ
ャ
ラ

リ
ー
／
無
料
／
広
島
平
和
資
料
館
か
ら
借

用
し
た
資
料
の
展
示
で
す
／
新
島
☎
090
―

３
３
１
６
―
８
４
０
９

■
フ
ラ
ダ
ン
ス
無
料
体
験
会
『Hālau 

Lino M
ālie

』

８
月
19
日
㈪
10
時
～
11
時
30
分
（
１
部
）、

12
時
～
13
時
30
分
（
２
部
）
／
坂
田
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
／
15
人
／
無
料
体

験
／
50
歳
以
上
の
女
性
／
い
つ
ま
で
も

健
康
で
い
る
た
め
に
フ
ラ
ダ
ン
ス
で
足
の

筋
力up

!!
／
髙
橋
☎
090
―
１
１
１
５
―

４
２
４
６

募
集
し
ま
す

■
会
員
募
集
『
や
さ
し
い
エ
ア
ロ
と
ス
ト

レ
ッ
チ
体
操
』

毎
月
第
１
～
４
木
曜
日
13
時
30
分
～
15
時

／
東
公
民
館
／
月
額
２
，
５
０
０
円
／
５

月
か
ら
活
動
開
始
。
し
っ
か
り
汗
を
か
い

て
健
康
づ
く
り
に
。
初
心
者
大
歓
迎
／

千ち
よ代
☎
728
―
８
３
９
６

■
団
員
募
集
『
桶
川
北
ミ
ニ
バ
ス
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
』

毎
週
火・木
曜
日
17
時
30
分
～
18
時
45
分
、

毎
週
土
・
日
曜
日
全
日
ま
た
は
半
日
／
桶

川
小
学
校
体
育
館
他
／
月
額
２
，
０
０
０

円
他
／
小
学
１
～
６
年
生
女
子
／
仲
間
と

共
に
バ
ス
ケ
の
基
礎
・
基
本
を
学
び
ま
せ

ん
か
？
／
宗む

な
か
た像
☎
787
―
５
８
８
８

■
会
員
募
集
『
写
真
ク
ラ
ブ
レ
イ
ン
ボ
ー

21
』

年
１
回
市
民
ホ
ー
ル
に
て
写
真
展
開
催
そ

の
他
／
若
干
名
／
入
会
金
無
料
、
月
額

１
，
２
５
０
円
／
写
真
に
興
味
の
あ
る
方

／
甲か

い斐
☎
080
―
２
５
９
０
―
９
０
５
４

■
剣
道
で
〝
丈
夫
な
体
〟〝
が
ん
ば
る
心
〟

を
『
桶
川
剣
友
会
』

①
毎
週
水
曜
日
18
時
～
19
時
30
分
②
毎

週
土
曜
日
14
時
～
15
時
30
分
③
毎
週
日
曜

日
９
時
～
10
時
30
分
／
サ
ン
・
ア
リ
ー
ナ

剣
道
場
／
入
会
金
２
，
０
０
０
円
、
月
額

２
，
５
０
０
円
（
兄
弟
割
あ
り
）
／
Ｈ
Ｐ

は
「okeken

」
で
検
索
／
杉
野
☎
090
―

１
６
０
０
―
２
５
３
４

■
成
年
後
見
・
相
続
・
遺
言　
セ
ミ
ナ
ー

＆
無
料
個
別
相
談
会
『（一社
）
コ
ス
モ
ス

成
年
後
見
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
』

８
月
24
日
㈯
13
時
30
分
～
16
時
30
分
（
13

時
30
分
～
14
時
30
分
→
セ
ミ
ナ
ー
、
14
時

40
分
～
16
時
30
分
→
無
料
個
別
相
談
会
）

／
地
域
福
祉
活
動
セ
ン
タ
ー
／
30
人
／
行

政
書
士
会
・（一社
）
コ
ス
モ
ス
成
年
後
見

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
セ
ミ
ナ
ー
及

び
無
料
個
別
相
談
会
／
村
田
☎
048
―
594
―

７
９
１
４

■
終
活
と
成
年
後
見
・
何
で
も
相
談

『（
一社
）
社
労
士
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
埼

玉
第一地
区
』

８
月
24
日
㈯
13
時
30
分
～
14
時
30
分
→

終
活
と
成
年
後
見
の
は
な
し
、
14
時
30

分
～
16
時
→
成
年
後
見
相
談
会
／
ベ
ニ
バ

ナ
ウ
ォ
ー
ク
１
階
桶
川
市
民
活
動
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
／
20
人
／
無
料
／
安
心
で

き
る
老
後
生
活
を
！！
「
終
活
と
成
年
後

見
」
を
勉
強
し
ま
せ
ん
か
／
臼う

す
い井
☎
786
―

６
４
１
５

■
な
つ
メ
ロ
を
唄
う
集
い
『
な
つ
メ
ロ
会
』

８
月
25
日
㈰
９
時
45
分
～
17
時
／
市
民

ホ
ー
ル
／
入
場
無
料
／
昭
和
時
代
の
歌

150
曲
、
お
楽
し
み
下
さ
い
／
鈴
木
☎
771
―

３
３
５
０

■
写
真
展
『
友ゆ

う
志し

て
ん展

』

８
月
29
日
㈭
～
９
月
１
日
㈰
10
時
～
18
時

※
最
終
日
17
時
終
了
／
市
民
ホ
ー
ル
ギ
ャ

ラ
リ
ー
／
無
料
／
桶
川
市
近
在
の
写
真
家

を
中
心
に
開
く
写
真
展
で
す
／
中な

か
し
ま島
☎
786

―
９
３
６
２

■
ス
ク
エ
ア
ダ
ン
ス
会
員
募
集
『
べ
に
花

ス
ク
エ
ア
ー
ズ
』

毎
週
火
曜
日
18
時
～
20
時
30
分
／
桶
川
公

民
館
／
月
額
１
，
５
０
０
円
※
無
料
体
験

講
習
会
９
月
３
日
・
10
日
・
17
日
・
24
日

／
初
心
者
歓
迎
／
リ
ズ
ム
に
の
っ
て
歩
き

な
が
ら
踊
る
ダ
ン
ス
で
す
。
見
学
自
由
／

熊く
ま
﨑ざ

き
☎
786
―
９
１
２
３

■
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
『
こ
す
も
す
』

毎
週
月
曜
日
10
時
～
12
時
／
サ
ン
・
ア

リ
ー
ナ
／
参
加
費
毎
回
100
円
／
仲
良
く
笑

い
な
が
ら
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

年
齢
不
問
。
初
心
者
大
歓
迎
／
三
浦
☎
728

―
１
０
５
１

■
会
員
募
集
『
着
付
け
サ
ー
ク
ル
』

毎
月
第
１・３
火
曜
日
13
時
30
分
～
15
時

30
分
／
加
納
集
会
所
（
パ
ル
レ
）
／
８

人
／
月
額
２
，
０
０
０
円
／
初
心
者
大

歓
迎
／
娘
さ
ん
や
お
孫
さ
ん
に
ゆ
か
た

を
着
せ
て
あ
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。
着
物
の

着
付
け
も
や
っ
て
い
ま
す
／
石
原
☎
090
―

８
８
７
７
―
６
２
９
７

■
た
の
し
く
う
た
い
ま
し
ょ
う
『
抒
情
歌

を
唄
う
会　
風ふ

う
げ
つ月

花か

』

毎
月
第
１・３
木
曜
日
10
時
～
11
時
45
分

／
市
民
ホ
ー
ル
練
習
室
１
／
５
人
／
入
会

金
１
，
０
０
０
円
、
月
額
３
，
５
０
０
円

／
オ
ペ
ラ
歌
手
の
元
子
先
生
と
い
っ
し
ょ

に
思
い
っ
き
り
声
を
出
し
、
楽
し
い
雰
囲

気
の
中
で
時
間
の
た
つ
の
も
忘
れ
て
し
ま

う
程
の
ひ
と
と
き
で
す
／
佐
藤
☎
787
―

７
３
５
２

■
（
精
神
保
健
福
祉
啓
発
事
業
）
ふ
た
り

の
精
神
科
医
が
語
る
‼
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
２
～「
生

き
づ
ら
さ
」
に
気
づ
い
た
ら
～
『
あ
げ
お

福
祉
会
後
援
会
』

９
月
１
日
㈰
14
時
～
16
時
（
13
時
30
分
開

場
）／
市
民
ホ
ー
ル
／
640
人
／
参
加
費
１
，

０
０
０
円
／
発
達
障
害
？
精
神
疾
患
？
ひ

き
こ
も
り
？
個
性
？
ど
ん
な
時
に
精
神
科

を
受
診
し
た
ら
良
い
の
か
？
周
囲
の
人
は

何
が
で
き
る
の
か
？
…
精
神
科
医
療
か
ら

見
え
る
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
に
つ
い
て
、
二
人

の
精
神
科
医
が
対
談
し
ま
す
／
あ
げ
お
福

祉
会
後
援
会
☎
777
―
２
１
８
８

■
第
47
回
桶
川
母
親
大
会
『
桶
川
母
親
大

会
実
行
委
員
会
』

９
月
８
日
㈰
13
時
～
16
時
（
12
時
30
分
受

付
）
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
「
不
思
議

な
ク
ニ
の
憲
法
」
松
井
久
子
監
督
作
品
の

上
映
会
と
話
し
合
い
／
桶
川
公
民
館
／
80

人
／
無
料
／
憲
法
っ
て
何
？
決
め
る
の
は

私
た
ち
、
若
者
や
主
婦
、
学
者
、
政
治
家

な
ど
約
30
人
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
映
画
か
ら
学
ん
だ
こ
と
、
日

頃
考
え
て
い
る
こ
と
、
話
し
た
い
こ
と
、

い
っ
ぱ
い
出
し
あ
っ
て
交
流
し
ま
し
ょ
う
。

桶
川
市
後
援
／
坂
下
☎
775
―
５
９
９
６

■
30
周
年
演
奏
会
『
桶
川
混
声
合
唱
団
』

９
月
29
日
㈰
13
時
30
分
開
場
、
14
時
開

演
／
市
民
ホ
ー
ル
／
500
人
／
入
場
料
１
，

０
０
０
円
／
交
響
詩
曲
・
み
ん
な
で
歌
お

う
・
ビ
ー
ト
ル
ズ
メ
ド
レ
ー
な
ど
、
バ
ラ

エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
内
容
で
す
。
非
日
常

の
時
間
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
／
富と

み
い井

☎
090
―
１
２
５
９
―
５
９
３
３

■
オ
カ
リ
ナ
い
っ
し
ょ
に
演
奏
楽
し
み
ま

せ
ん
か
『
リ
ト
ル
バ
ー
ド
』

毎
月
第
２・４
日
曜
日
10
時
～
11
時
30
分

／
桶
川
集
会
所
（
ユ
ニ
テ
ィ
）
※
若
宮

／
若
干
名
／
月
額
１
，
０
０
０
円
／
初

心
者
歓
迎
／
栗
原
☎
090
―
２
４
７
２
―

９
１
７
３

■
投
稿
規
定
（
抜
粋
）

○
投
稿
は
所
定
の
用
紙
（
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
入
手
で
き
ま
す
）
で

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
政
治
・
宗
教
活
動
、
営
利
、
個

人
活
動
な
ど
を
目
的
と
し
た
も
の
は

掲
載
で
き
ま
せ
ん
。

○
開
催
記
事
は
広
く
市
民
一
般
を
対

象
と
し
た
も
の
で
、
同一内
容
を
２
回

以
上
掲
載
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

〇
募
集
記
事
は
１
団
体
に
つ
き
年
度

２
回
ま
で
と
し
、
連
続
で
の
掲
載
は

で
き
ま
せ
ん
。

〇
開
催
・
募
集
記
事
を
合
わ
せ
て
、

掲
載
は
年
度
６
回
を
上
限
と
し
ま
す
。

○
申
込
者
は
団
体
の
構
成
員
と
し
、

指
導
的
な
立
場
の
人
は
除
き
ま
す
。

○
個
人
的
な
物
品
の
授
受
に
つ
い
て

は
掲
載
で
き
ま
せ
ん
。

○
原
稿
の
内
容
は
編
集
の
都
合
上
、

一部
省
略
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

「広報おけがわ」は自治会で配付されるほか、市内のスーパー・郵便局・公共施設・桶川駅および一部コンビニでもお取りいただけます。
「広報おけがわ」は、紅花の会の協力により拡大写本、音訳が行われています。ご希望の方は秘書広報課☎ 788－ 4901へ。
「広報おけがわ」の広告については、桶川市が推奨しているものではありません。

10月号の締め切りは、8月9日(金)です。
※締め切りを過ぎた場合は翌月号の掲載となります。

10月号の締め切りは、8月9日(金)です。
※締め切りを過ぎた場合は翌月号の掲載となります。

※�

内
容
・
文
責
に
つ
い
て
は
、
団
体
に
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

※�
公
共
施
設
で
活
動
す
る
団
体
は
、
場
所
が

変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

講　習 開催地 日　程 申込締切 内　　容
お店サポート
「鮮魚」

県民活動総合センター
（伊奈町） 8/28.29.30 8/20 正午 鮮魚の基礎知識と商品の扱い方など

の実習を交えながら学びます。

保育サポート ウェスタ川越（川越市） 9/4.5.6 8/27 正午 保育補助に必要な知識を習得します。

お店サポート
「小売・販売」

ソニックシティ
（さいたま市） 9/10.11.12 9/2 正午 小売・販売の就業に役立つラッピン

グ・園芸管理等を学びます。
※シルバー人材センターへの会員登録を希望される 60歳以上の方対象の講習です。

受 講 者 募 集！ ６０歳以上の方の就業を応援します！
高齢者活躍人材確保育成講習　厚生労働省委託

受講料・テキスト代 無 料

公益財団法人いきいき埼玉
埼玉県シルバー人材センター連合

申込み・問合せ先
TEL 048 − 728 − 7841
FAX 048 − 728 − 2130

講習 ➡ シルバー人材センターに登録 ➡ 就業

ホームページ 埼玉県シルバー連合　　　 　検 索

三浦祐太朗
Live Tour “47 MELODIES”
公演日　11 月 2 日（土）14：30 開場、15：00 開演

会場名　上尾市文化センター（大ホール）

料　金　全席指定 5,000 円（税込）
　　　　※未就学児のご入場はご遠慮ください。

チケット

問合せ　上尾市文化センター  048-774-2951
　　　　イズム  048-872-1113

好評発売中（上尾市文化センター、ソニックシティ
チケットポート、上尾市コミュニティセンター、チ
ケットぴあ、ローソンチケット、e＋）

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥〈広告〉‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

【Ｋ：】Ｓｅｒｖｅｒ／広報／桶川市様　広報おけがわ／＃812129　19年8月号／広告ＰＤＦ 2019年 7月16日18時18分45秒（Page36）
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民
伝
言
板
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青 木 清 掃 株 式 会 社

ご家庭で処理できないゴミがある、側溝が詰まってしまった、土木工事業等
お困りなことがございましたら、お気軽にご相談下さい！皆さまのお役にたちます！

・下水道維持管理業【側溝・水路清掃、TV調査、止水工事】
・土木工事一式【上下水道、舗装、浚渫】
・管更生工事
・一般、産業廃棄物運搬処理業・浄化槽清掃・保守点検業目

品
業
営 【本　　社】〒363-0015 埼玉県桶川市南一丁目2番6号

　　　　 TEL 048（775）1551（代）
【事業本部】〒363-0004 埼玉県桶川市五丁台425番1号
　　　　 TEL 048（728）8273（代）

（一社）埼玉県建設業協会会員　（公社）日本下水道管路管理業協会員　埼玉県公安委員会認定第43000636号

（都合により変更や、当直の専門医が限定される場合があります）

【診療時間】午前９時～午後５時
【受診方法】医療機関に電話で確認してから、受診してください。

 
■
令
和
元
年
・
8
・
１
発
行
　
■
桶
川
市
長
　
小 

野 

克 

典

■
発
行
／
桶
川
市
役
所
　
　
■
編
集
／
秘
書
広
報
課

桶川市防災情報メール ※受信設定を確認のうえご登録ください。
okegawa-city_subscribe@jam2.oshirase-plus.jpへ空メール送信

 8 月のごみ収集日程表
燃やせるごみ

古着・新聞紙・
雑誌・段ボール・
紙パック

紙製の容器
と包装紙

プラス
チック その他

高崎線東側

高崎線西側

●環境センター（リサイクル推進課） ☎728－1902

1・５・8・1２・15
1９・22・2６・29
2・6・9・13・16
20・23・27・30

３・17

10・24

2・16

5・19

6・13
20・27
1・8・15
22・29

21

14

9・23

12・26

金属・
ガラス・
乾電池

※第2・第4土曜日の開庁では、「粗大ごみ」の持ち込みのみを受け入れます。
　（午前8時30分～11時30分）土曜日は、集積所に出せるごみは、受け付けていません。
※ごみは朝8時までに出しましょう。※買い物はマイバッグを使用しましょう。
※レジ袋はごみ袋として使用できません。

65

べに花ふるさと館の「べに花う
どん」が人気べに♪１日１０食
（土・日２０食）限定べに～
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北足立歯科医師会休日診療所

小児初期救急当番医
診療日時：月曜日～土曜日
午後8時～午後10時
（祝日、年末年始を除く)
＜当番医の問合せ＞
埼玉県央広域消防本部　
☎ 048－597－3301（24時間対応）

鴻巣市赤見台1－15－23
☎ 048－596－0275
診療日時：日曜日、祝日
8月13日～15日（年末年始は休診）
午前9時30分～午後0時30分

夜間可

救急電話相談・医療機関案内
☎ ＃7119
 ・ 急いで病院にかかる必要性に
　ついてや、家庭での処置方法
　を看護師がアドバイスします。
 ・ 診療可能な医療機関を案内します。
　（歯科・精神科を除く）
相談時間：24時間・365日
ダイヤル回線・ＩＰ電話・ＰＨＳは
☎ 048－824－4199

埼玉県AI救急相談
（PC・スマホ）→

夜間可

2019

8
NO.

1019

月 日 医 療 機 関 名 診 療 科 目 所在地 電 話

8
　
月

4
日

豊 田 医 院 内/小/胃腸/循 桶川市 728−2377

伊 奈 病 院 内/外 伊奈町 721−3692

まつざき整形リウマチクリニック 整外/リウ/内 北本市 048−540−6463

11
日

埼 玉 県 央 病 院 内/外 桶川市 776−0022

し ら さ き 眼 科 医 院 眼 伊奈町 792−0249

林 田 内 科 医 院 内/小/循/消/リ
ハ 北本市 048−592−7711

12
日

埼 玉 県 央 病 院 内/外 桶川市 776−0022

伊 奈 病 院 内/外 伊奈町 721−3692

楢 原 医 院 内/胃腸/肛門 北本市 048−542−6582

18
日

埼 玉 県 央 病 院 内/外 桶川市 776−0022

よ う だ 眼 科 医 院 眼 桶川市 771−8880

天 地 ク リ ニ ッ ク 内/小/胃腸 北本市 048−593−1762

25
日

府 川 医 院 耳/アレ 桶川市 786−2672

尾崎内科クリニック 内/小 伊奈町 720−1701

深井小児科内科医院 小/内 北本市 048−591−5958




